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今
　
　

井
　
　
　
　
　
　

明

松

本

智

子

山

田

洋

嗣

小
山
田
与
清
「
作
歌
故
実
」
二
種
　（
二
）

前
回
に
続
き
も
う
一
つ
の
「
作
歌
故
実
」、「
松
門
倭
歌
談
一
名　
　

作
歌
故
実
」を
翻
印
す
る
。

本
伝
本
は
小
山
田
与
清
自
筆
で
あ
る
。
前
稿
（
一
（
注
１
））
で
述
べ
た
通
り
、
同
じ
書
名
を
表
題
の

注
記
に
記
す
も
の
の
、
前
稿
の
「
作
歌
故
実
」
と
は
別
書
で
、
両
者
の
関
係
は
明
ら
か
で
な
い

が
、同
種
の
著
作
の
生
成
過
程
の
ご
く
初
期
の
形
態
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、基
本
的
に
、

書
く
は
ず
の
内
容
の
項
目
と
そ
の
項
目
選
定
の
元
に
な
っ
た
か
言
及
す
る
は
ず
の
書
と
、
そ
の

丁
数
と
表
裏
、
ま
た
一
部
の
書
で
は
そ
の
引
用
を
、
六
十
九
項
に
わ
た
っ
て
あ
げ
、
そ
の
前
に

目
録
を
付
し
た
も
の
で
、「
談
」
そ
の
も
の
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
先
に
こ
れ
ら
の
書
を

参
照
し
な
が
ら
執
筆
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
残
念
な
が
ら
こ
こ
か

ら
完
成
し
た
「
松
門
倭
歌
談
」
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
は
前
稿
の
「
作
歌
故
実
」

の
よ
う
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

一
方
で
、
こ
う
し
た
項
目
の
み
の
形
式
は
一
般
に
当
時
の
索
引
の
そ
れ
の
も
の
で
あ
る
。
小

山
田
与
清
の
索
引
作
業
に
つ
い
て
は
山
田
が
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が
（
注
２
）、

そ
の
浄
書
さ
れ
た
も
の

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
い
ろ
は
順
で
は
な
い
の
で
、
成
立
し
た
索
引
か
ら
「
作

歌
故
実
」
と
い
う
主
題
に
沿
っ
て
抜
き
出
し
た
二
次
的
な
も
の
か
、
浄
書
の
前
段
階
の
索
引
用

紙
片
な
ど
か
ら
採
取
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
一
般
の
浄
書
さ
れ
た

索
引
と
違
い
、
一
丁
に
一
項
目
を
記
す
の
み
で
そ
の
後
丁
末
ま
で
空
白
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

見
る
と
、
余
白
は
何
ら
か
の
作
業
に
備
え
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
作
業
は
や
は
り
草
稿
の
執

筆
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
か
ら
、
何
が
書
か
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
か
し
、
選
定
さ
れ
た
項
目
を
与
清
の
「
故
実
」
の
一
部
分
と
捉
え
る
こ
と
、
引
用
書
目

に
よ
っ
て
そ
の
内
容
を
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
前
稿
の
「
作
歌
故
実
」

と
こ
の
「
松
門
倭
歌
談
」
は
「
百
首
歌
」
や
「
懐
紙
」
な
ど
項
目
の
わ
ず
か
な
一
致
は
あ
る
が
、

殆
ど
異
な
る
内
容
で
あ
る
。
本
書
は
、
現
存
す
る
の
は
こ
の
一
本
だ
け
だ
が
、
今
は
扉
と
な
っ

て
い
る
元
表
紙
の
表
題
下
部
に
「
四
」
と
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
こ
の
前
に
三
冊
が
存
在
し

た
は
ず
で
あ
り
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
続
く
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
（
注
３
）。

簡
単
に
書
誌
を
記
し
て
お
く
。

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
（
函
架
番
号
ヘ
０
４　

５
０
４
７
）。
楮
紙
袋
綴
一
冊
。
小
山
田
与

清
自
筆
。
寸
法
縦
二
四
・
五
、
横
一
六
・
八
糎
。
表
紙
は
後
補
の
無
地
橙
色
紙
表
紙
。
本
文
共

紙
の
元
の
表
紙
は
現
状
で
扉
に
な
っ
て
い
る
。
外
題
は
後
補
表
紙
の
題
簽
に「
松
門
和
歌
談
」、

内
題
は
本
来
の
共
紙
表
紙
に
あ
っ
た
元
の
外
題
で
、
今
は
扉
題
の
体
裁
と
な
っ
て
い
る
が
、
朱
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郭
を
作
り
そ
の
中
に
「
松
門
倭
歌
談
一
名　
　

作
歌
故
実　

四
」
と
打
ち
つ
け
書
き
で
左
上
に
記
す
。
全

八
〇
丁
、
う
ち
前
後
に
表
紙
と
同
時
期
の
新
し
い
遊
紙
各
一
丁
。
後
の
遊
紙
の
前
に
本
文
共
紙

の
反
故
を
使
っ
た
遊
紙
一
丁
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
元
の
表
紙
で
あ
る
。
ま
た
五
三
丁
目
は
白
紙

で
あ
る
。
各
丁
は
表
の
初
め
数
行
を
使
っ
て
項
目
と
書
名
及
び
そ
の
書
に
お
け
る
そ
の
項
目
の

該
当
箇
所
の
丁
数
と
表
裏
を
記
し
、
以
下
そ
の
丁
の
裏
ま
で
空
白
と
す
る
の
が
大
部
分
で
、
一

部
本
文
そ
の
も
の
を
書
き
、
ま
た
裏
に
及
ぶ
も
の
も
見
ら
れ
る
。
印
記
は
新
し
く
、「
早
稲
田

／
大
学
／
図
書
館
」
の
単
郭
朱
陽
印
と
、
こ
の
他
に
寄
贈
受
入
れ
を
記
録
す
る
た
め
の
朱
印
に

「
二
四
」、「
二
」、「
二
三
」、「
高
田
早
苗
」
と
イ
ン
ク
で
書
入
れ
た
も
の
（「
昭
和
二
四
年
二
月

二
三
日
高
田
早
苗
氏
寄
贈
」
を
表
わ
す
）、
函
架
番
号
を
記
す
た
め
の
朱
方
印
が
あ
る
。
料
紙

は
半
面
九
行
の
罫
紙
で
柱
記
に
「
歌
学
大
成
」
と
あ
る
も
の
。
こ
の
料
紙
、ま
た
「
歌
学
大
成
」

に
つ
い
て
は
、
松
本
の
紹
介
と
考
察
が
あ
り
（
注
４
）、

前
回
の
（
一
）
で
も
触
れ
た
。

注⑴
「
小
山
田
与
清
「
作
歌
故
実
」
二
種
（
一
）」（
福
岡
大
学
研
究
部
論
集
Ａ
十
二
（
六
）　

二
〇
一
三
・
三
）

⑵
「
散
木
奇
歌
集
「
南
部
家
旧
蔵
本
」
の
背
景

―
伝
本
の
位
置
を
測
る
た
め
に
」（
福
岡

大
学
研
究
部
論
集
Ａ
十
（
七
）　

二
〇
一
〇
・
一
二
）

⑶
た
と
え
ば
扉
、
表
紙
や
遊
紙
の
紙
背
に
、

	
	
	
	
	

〇
歌
詠
の
風

	
	
	
	

神
皇
正
統
記
中
嵯
峨
の

条　
　　

に	

□
（
汚
損
　「
詩
賦
」カ
）

□

	

歌
詠
の
風
も
今
の
人
の
こ
の
む
所
詩
□

（
汚
損
　「
学
」カ
）

の
本

に
は
殊
也
云
々

	

の
よ
う
な
項
目
が
あ
る
の
は
他
冊
の
汚
損
し
た
丁
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
さ
ら
に
他
の
書
の

も
の
と
思
わ
れ
る
朱
の
丸
を
付
し
て
歌
道
家
を
列
挙
し
た
も
の
、「
新
倭
歌
物
語
」
と
書

名
を
記
し
た
も
の
な
ど
も
あ
る
。
こ
の
他
に
も
な
お
記
事
が
あ
る
が
、
現
状
で
は
読
む
こ

と
が
で
き
な
い
。

⑷
「
途
絶
し
た
『
歌
学
大
成
』」（
早
稲
田
大
学
図
書
館
報　

ふ
み
く
ら
77　

二
〇
〇
八
・
一
二
）

翻
印
に
あ
た
っ
て
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
許
可
を
得
た
（
許
可
２
４

－

１
８
８
号
）。
本

書
の
閲
覧
と
翻
印
を
許
さ
れ
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
、
ま
た
閲
覧
時
に
助
言
を
与
え
ら
れ
た

故
井
上
宗
雄
、
宗
像
和
重
両
氏
に
謝
意
を
表
す
る
。

〈
翻
印
〉

	

翻
字
は
概
ね
次
の
よ
う
に
行
っ
た
。

１
、	

漢
字
仮
名
の
別
、
平
仮
名
片
仮
名
の
別
、
踊
字
、
仮
名
遣
い
等
は
原
本
の
ま
ま
と
し
た
。
合

字
は
単
独
の
字
に
戻
し
た
。
漢
字
は
通
行
の
新
字
体
を
用
い
、
異
体
字
は
現
在
通
行
の
字
体

に
改
め
、
別
体
は
そ
の
ま
ま
残
し
た
。
踊
字
は
な
る
べ
く
原
態
に
近
い
も
の
と
し
た
。
ミ
セ

ケ
チ
、
摺
り
消
し
、
重
ね
書
き
な
ど
に
よ
る
本
文
の
訂
正
は
訂
正
結
果
に
よ
っ
た
。

２
、	

字
の
大
き
さ
、
改
行
、
字
高
な
ど
は
極
力
原
態
の
ま
ま
に
し
た
。
振
り
仮
名
、
濁
点
、
句
読

点
の
類
を
新
た
に
付
す
こ
と
は
し
な
い
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
が
あ
る
場
合
は
本
書
の
本
来
の

も
の
で
あ
る
。
振
り
仮
名
や
傍
記
な
ど
は
、
そ
の
位
置
も
含
め
も
と
の
ま
ま
と
し
た
。

３
、	

虫
損
、
汚
損
な
ど
の
翻
字
不
能
の
部
分
は
推
定
で
き
る
字
数
分
の
□
を
宛
て
、
そ
の
右
傍
に

（
虫
損
）
の
よ
う
に
記
し
た
。
明
ら
か
に
本
文
を
推
定
で
き
る
場
合
は
（「
○
○
」
カ
）
の
よ

う
に
傍
記
し
た
。
本
文
に
明
ら
か
な
誤
り
が
あ
る
場
合
も
、
そ
の
右
傍
に
（
マ
マ
）
と
記
し

た
が
、明
ら
か
に
本
文
を
推
定
で
き
る
場
合
は
（
マ
マ
、「
○
○
」
カ
）
の
よ
う
に
傍
記
し
た
。

な
お
、
そ
の
他
の
私
注
も
す
べ
て
括
弧
に
入
れ
て
記
し
た
。

４
、	

丁
の
替
わ
り
目
に
は 

」
を
付
け
括
弧
の
中
に
丁
数
と
表
裏
を
算
用
数
字
と
オ
・
ウ
の
記
号

と
で
示
し
た
。
た
だ
し
目
録
の
部
分
と
た
ま
た
ま
裏
に
及
ん
だ
場
合
を
除
き
、
殆
ど
全
項
目

が
表
の
数
行
で
丁
を
替
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
場
合
に
は
煩
雑
に
な
る
の
を
恐
れ
、
表
の
空

白
行
の
注
記
と
裏
（
ウ
）
の
表
示
を
省
略
し
た
。
ま
た
、
丁
数
は
元
の
表
紙
に
あ
た
る
扉
か

ら
数
え
た
。

５
、	
各
項
目
の
下
に
算
用
数
字
を
括
弧
に
入
れ
て
通
し
番
号
を
与
え
た
。
こ
れ
は
「
付
録
」
の
項

目
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
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三

3

	
松
門
倭
歌
談
一
名　
　
　

作
歌
故
実

四　
　

」
１
オ

（
半
丁
空
白
）　

」
１
ウ

○
親
哥
疎
哥

東
野
州
聞
書	

六
丁

　

ウ　

又
七
丁

　

オ　

」
２
オ

（
半
丁
空
白
）　

」
２
ウ

題
を
心
得
る
事

哥
題
の
よ
み
様

結
ビ
題

く
せ
題

難
題

か
く
し
題

新
題
を
出
す
事

三
首
題

万
葉
風
の
題
斟
酌
す
べ
し　

」
３
オ

親
の
歌
疎
の
哥

秀
句

え
せ
歌

秀
哥
は
疎
哥
に
お
ほ
し

歌
の
体
は
各
所
好
に
任
す

歌
に
よ
む
ま
じ
き
す
が
た
俗
に
近
き
詞　
　
　

お
そ
ろ
し
げ
な
る
詞

哥
は
和
ル　

　

レ
国
ヲ　
や
さ
し
く
よ
む
べ
き
事

　
　
　
　
　
　
　
　

い
り
ほ
が
の
い
り
く
り
哥

無
正
体
の
哥　
　

」
３
ウ

き
り
出
し
哥

し
そ
く
の
哥
か
な
ま
り
の
哥

早
哥

連
哥
は
哥
の
妨

俳
諧

続
哥

百
首
の
事

一
日
千
首　
五
日
千
首　

七
日
千
首

証
哥　
　

」
４
オ

本
哥

漢
才
な
き
人
は
未
練

勅
撰
の
哥
取
捨

万
葉
集
学
ぶ
べ
し

三
代
集
の
事　
同
相
伝
授

八
代
集

古
代
の
集
に
つ
と
む
べ
き
事

勅
撰

家
集　
　

」
４
ウ

定
家
五
部
の
書

白
氏
文
集
必
よ
む
へ
き
事

明
月
記
必
よ
む
べ
き
事

白
表
紙

歌
は
詩
と
殊
に
て
神
代
よ
り
格
別	

風
体
か
は
る
ま
じ
き
事

歌
は
心
あ
た
ら
し
く
よ
む
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哥
は
ぬ
し
か
ら
に
て
世
人
ほ
め
た
ふ	

と
ぶ
事　
　

」
５
オ

詩
の
心
を
と
り
て
よ
む
事

哥
は
学
文
に
よ
ら
ず
と
い
ふ
は
誤

返
哥　
答
歌　

和
哥　

か
へ
し

人
の
哥
を
そ
し
る

人
の
哥
に
難
を
い
る
ゝ
し
か
る
べ
か
ら
ず

哥
を
あ
ん
ず
る

哥
な
が
め

歌
の
五イ
ツ

も
じ

哥
は
必
よ
む
べ
き
も
の　
　

」
５
ウ

和
哥
を
お
も
く
す

見
き
く
に
つ
け
て
哥
に
よ
む

名
所
を
や
が
て
詞
に
い
ひ
つ
ゞ
く
る
事

哥
の
た
ま
し
ひ

好
ム
詞	

そ
の
詞
を
好
て
よ
む
と
人
に
聞	

さ
る
ま
じ
き
事

哥
の
善
悪
を
定
事
は
大
事

哥
は
心
を
清ス
マ

し
て
よ
む
べ
し

会
の
時
哥
数
お
ほ
く
よ
む
べ
か
ら
ず　
　

」
６
オ

家
の
風

制
の
詞

鬼
拉
の
詞

哥
の
病
無
用

哥
の
大
事
は
詞
の
用
捨

懐
紙

短
尺　
色
紙

料
紙

三
年
忌
の
哥　
　

」
６
ウ

○
題
を
心
得
る
事
（
１
）

東
野
州
聞
書
十
七
ウ
立
春

十
八
ウ
山
館

毎
月
抄
十
オ

　
　　
　

」
７
オ

○
哥
の
題
の
よ
み
様
（
２
）

東
野
州
聞
書
卅
五

ウ　　

初
子
を
ハ
シ
メ
ノ
ネ
と	

よ
む
類
也　
　

」
８
オ

○
結
ビ
題（
３
）

毎
月
抄
十
ウ

　
　　

遠
島
御
抄
二
オ
ウ

　
　
　　

同

四
オ

　
　　
　

」
９
オ

○
く
せ
題
（
４
）

毎
月
抄
十
六
オ

　
　
　　
　

」
10
オ

○
難
題
（
５
）

毎
月
抄
十
六
オ

　
　
　　

遠
島
御
抄
二
ウ

　
　　
　

」
11
オ

○
か
く
し
題
（
６
）

続
世
継
春
の　

し
ら
べ
に
崇
徳
院
云
々
を
さ
な
く	

を
は
し
ま
し
け
る
よ
り
哥
を
こ
の
ま
せ
給
ひ
て	



（ 　 ）

小
山
田
与
清
「
作
歌
故
実
」
二
種
　（
二
）　（
今
井
・
松
本
・
山
田
）

五

5

五

あ
さ
ゆ
ふ
さ
ふ
ら
ふ
人
々
に
か
く
し
だ
い
よ
ま
せ	

云
々

水
蛙
眼
目
十
九
ウ

廿
オ　　
　

」
12
オ

○
新
題
を
出
す
事
（
７
）

東
野
州
聞
書
四
十
二
オ

　
　
　

　
　

」
13
オ

○
三
首
題
（
８
）

東
野
州
聞
書
四
十
ウ

　
　

　
　

」
14
オ

○
万
葉
風
の
古
躰
の
歌
斟
酌
す
べ
し
（
９
）

毎
月
抄
一
ウ

　

　
　

」
15
オ

○
親
ノ
歌
疎
ノ
哥（
10
）

東
野
州
聞
書
六
丁
ウ
七
丁
オ

　
　
　
　
　

　
　

」
16
オ

○
秀
句（
マ
マ
）は

（
11
）

毎
月
抄
九
オ

　
　　
　

」
17
オ

○
え
せ
哥
（
12
）

毎
月
抄
十
一
ウ

　
　
　　
　

」
18
オ

○
秀
歌
は
疎
の
哥
に
多
し
（
13
）

東
野
州
聞
書
に
定
家
卿
も
秀
哥
は
お
ほ
か
た
は	

疎
の
哥
に
あ
り
と
仰
ら
れ
け
る
と
か
や	

云
　々
　

」
19
オ

○
歌
の
体
は
各
所
好
に
任
す
（
14
）

東
野
州
消
息
五
オ

　
　　

遠
島
御
抄
三
ウ

　
　　
　

」
20
オ

○
歌
に
よ
む
ま
じ
き
す
か
た
俗
に
近
き
詞　
　
　

お
そ
ろ
し
げ
な
る
詞
（
15
）

毎
月
抄
二
オ

　
　　
　

」
21
オ

○
歌
は
和
ク
ニ
ヲ
ヤ
ハ
ラ
グ
ル

国
や
さ
し
く
よ
む
べ
き
事
（
16
）

毎
月
抄
三
オ

　
　　
　

」
22
オ

○
い
り
ほ
か
の
い
り
く
り
哥
（
17
）

毎
月
抄
三
ウ

　
　　
　

」
23
オ

○
無
正
体
の
歌
（
18
）

毎
月
抄
四
オ

　
　　
　

」
24
オ

○
き
り
出
し
歌
（
19
）

毎
月
抄
四
オ

　
　　
　

」
25
オ

○
し
そ
く
の
哥　
か
な
ま
り
の
う
た
（
20
）

続
世
継
春
の
し
ら
へ

の
巻　
　

に
崇
徳
院
を
さ
な
く	

お
は
し
ま
し
け
る
よ
り
哥
を
こ
の
ま
せ
給
ひ
て	

あ
さ
ゆ
ふ
さ
ふ
ら
ふ
人
々
に
か
く
し
だ
い
よ	

ま
せ
し
そ
く
の
哥
か
な
ま
り
う
ち
て
ひ
ゞ	

き
の
う
ち
に
よ
め
な
と
さ
へ
お
ほ
せ
ら
れ
て	

常
は
和
歌
の
会
そ
せ
さ
せ
給
ひ
け
る

東
野
州
聞
書
卅
丁

オ　

紙
そ
く
の
哥

遠
島
御
抄
一
ウ
二
オ

　
　
　

　
　

」
26
オ
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十
七
（
四
）
二
〇
一
七

六

6

○
早
歌
（
21
）

応
仁
略
記
上
畠
山
分
乱

濫
觴
の
事　

近
比
一
条
殿
下	

新
作
の
早
哥
を
送
ら
し
む
近
代
名
を	

得
た
り
し
宗
砌
法
師
四
季
の
恋
と	

い
ふ
題
に
て
早
歌
を
つ
く
り
大
和
国
よ
り	

京
極
の
亭
へ
お
く
る
い
つ
れ
も
博ハ
カ
セ士
を	

つ
け
て
当
代
に
贈
せ
り
云
　々
　

」
27
オ

○
連
哥
は
歌
の
妨
（
22
）

続
世
継
玉
つ
さ

の
巻

に
堀
川
院
云
々
哥
の
ふ
せ
い
い
た
つ
ら
□（
虫
損
、「
に
う
」カ
）

□	

す
る
こ
と
也
と
て
連
哥
を
は
お
ほ
か
た
せ
ら
れ	

さ
り
け
り
云
　々
　

」
28
オ

○
俳
諧
（
23
）

東
野
州
聞
書
四
十
四
ウ

　
　
　

　
　

」
29
オ

○
続ツ
ギ

歌
（
24
）

毎
月
抄
十
五
ウ

　
　
　　
　

」
30
オ

○
百
首
の
事
（
25
）

東
野
州
聞
書
五
十
ウ

　
　

水
蛙
眼
目
廿
七

ウ　

毎
月
百
首

遠
島
御
抄
二
オ

　

一
時
百
首　

同
五
オ

　

　
　

」
31
オ

○
一
日
千
首
五
日
千
首

七
日
千
首　
（
26	

）

東
野
州
聞
書
十
五

オ　

一
日
千
首

同
五
十
一
ウ

　
　
　

　

七
日
千
首

水
蛙
眼
目
十
四
オ

　
　

　

五
日
千
首　

○
同
廿
七

丁
ウ　

月

次
月
千
首　
　

」
32
オ

○
証
哥
（
27
）

東
野
州
聞
書
十
丁

ウ　
　

」
33
オ

○
本
哥
（
28
）

東
野
州
聞
書
卅
五
オ

　
　

　

同
卅
六
オ

　
　

毎
月
抄
九
オ

　

　

同
九
ウ

　

　
　

」
34
オ

○
漢
才
な
き
人
は
未
練
（
29
）

後
花
園
院
御
消
息
に三
ウ

言
ほ
と
に
一
文
不
通	

の
い
た
つ
ら
も
の
の
み
云
々
未
練
ち
ぢ
よ
く	

な
る
こ
と
に
て
候　
　

」
35
オ

○
勅
撰
の
哥
取
捨
（
30
）

毎
月
抄
一
ウ

　

　
　

」
36
オ

○
万
葉
集
ま
な
ふ
べ
し
（
31
）

毎
月
抄
一
ウ

　

　

遠
島
御
抄
一
ウ

　
　　
　

」
37
オ

○
三
代
集
の
事　

同
相
伝
（
32
）

東
野
州
聞
書
八
丁

ウ

同
四
十
二
ウ

　
　
　

三
代
集
相
伝

越
部
禅
尼
消
息
一
オ

　

東
野
州
消
息
五
オ

　

　
　

」
38
オ
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七

7

○
八
代
集
（
33
）

東
野
州
消
息
五
オ

　

　
　

」
39
オ

○
古
の
集
に
つ
と
む
へ
き
事
（
34
）

東
野
州
聞
書三
丁
ウに

過
し
弥
生
の
十
日
の
比
―
―　
　

」
40
オ

○
勅
撰
（
35
）

源
平
盛
衰
記
七
和
歌
徳

事　
　

奈
良
御
門
ノ
往	

躅
ヨ
リ
始
テ
延
喜
天
暦
以
来
夜
ノ
雨
塊
ヲ	

穿
タ
ズ
秋
ノ
風
枝
ヲ
鳴
サ
ス
御
代
ニ
ハ
必
ズ	

勅
撰
ア
ル
コ
ト
今
ニ
タ
エ
ズ
云
々

水
蛙
眼
目
四
オ

　

勅
撰
故
実
の
事　
　

」
41
オ

○
家
集
（
36
）

祭
主
輔
親
集
序
に
夫
ひ
と
の
才
学
を
み
か	

き
文
章
を
お
れ
る
家
の
集
と
名
つ
け	

て
世
に
つ
た
へ
た
り
云
　々
　

」
42
オ

○
定
家
五
部
の
書
（
37
）

東
野
州
聞
書
四
十
四
オ

　
　
　

　
　

」
43
オ

○
白
氏
文
集
必
よ
む
へ
き
事
（
38
）

毎
月
抄
十
五
オ

　
　

　
　

」
44
オ

○
明
月
記
必
よ
む
へ
き
事
（
39
）

毎
月
抄
十
四
ウ

　
　

　
　

」
45
オ

○
白
表
紙
（
40
）

東
野
州
消
息
四
ウ

　
　　
　

」
46
オ

○	

歌
は
詩
と
殊
に
て
神
代
よ
り
格	

別
風
体
か
は
る
ま
じ
き
事
（
41
）

東
野
州
聞
書
九
丁

オ　　
　

」
47
オ

○
歌
は
心
あ
た
ら
し
く
よ
む
（
42
）

東
野
州
聞
書七
丁
ウに
宝
徳
元
年 

―
―
―
―	

あ
た
ら
し
き
事
仕
出
し
た
り
と
思
ふ
也
云
々

同
八
丁

オ　
　

」
48
オ

○	

歌
は
ぬ
し
か
ら
に
て
世
人
ほ
め
た
ふ
（
43
）	

と
む
事

	

（
書
名
な
し　

以
下
七
行
空
白
）　　

」
49
オ

○
詩
の
心
を
と
り
て
よ
む
事
（
44
）

毎
月
抄　
　
　
　
　
　

十
四
ウ
十
五
オ　
　

」
50
オ

○
哥
は
学
文
に
よ
ら
す
と
い
ふ
は
誤
（
45
）

水
蛙
眼
目
一
丁
オ
ウ

　
　
　

　
　

」
51
オ

○
返
歌
答
歌
和
歌
か
へ
し
（
46
）

日
本
往
生
極
楽
記
行
基
伝
に
菩
薩
倭
歌	

曰
云
々
異
国
聖
者
即
答
歌
云
云
　々
　

」
52
オ

（
一
丁
空
白
）」
53
オ
・
ウ
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十
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八

8

○
人
の
歌
を
そ
し
る
（
47
）

祭
主
輔
親
集
序
に
和
歌
の
心
し
れ
る
も
の
は	

し
り
て
そ
し
る
し
ら
さ
る
は
し
ら
す
し
て
そ	

し
る
た
と
へ
は
や
は
ら
か
な
る
人
の
こ
は
き
そ
ね	

み
に
あ
へ
る
か
こ
と
し　
　

」
54
オ

○	

人
の
歌
に
難
を
い
る
ゝ
事
し
か
る
べ	

か
ら
す
（
48
）

後
花
園
院
御
消
息
に
人
の
い
た
し
候
句
な
と	

い
か
に
わ
ろ
く
候
へ
ば
と
て
そ
こ
つ
に
難
を	

い
れ
ら
れ
候
事
し
か
る
へ
か
ら
す
候
其	

ゆ
ゑ
は
御
け
い
こ
な
と
も
い
ま
た
い
た
り
候	

は
ぬ
と
申
伏
見
殿
我
々
を
さ
し
お
か	

れ
一
座
を
御
さ
ば
き
候
べ
き
事
は
か
た
〴
〵	

御
斟
酌
候
へ
き
こ
と
に
て
候
く
れ
〳
　〵
　

」
55
オ	

け
ふ
明
日
の
事
は
よ
ろ
つ
御
懐
も
せ
ば
き	

事
に
候
そ
か
し
し
ぜ
ん
難
も
候
は
ぬ	

句
な
と
を
と
か
く
お
ほ
せ
ら
れ
候
は
ん
す	

る
は
か
へ
り
て
御
ち
じ
よ
く
に
て
候
へ
く
候　
　

」
55
ウ

○
歌
を
あ
ん
ず
る
（
49
）

続
世
継
玉
つ
さ

の
巻

俊
頼
哥
人
に
て
哥
あ
ん
せ
ん	

と
す
れ
は
い
つ
も
し
に
は
華ケ
マ
ン鬘
と
の
み
お
か	

る
ゝ
と
き
か
せ
給
ひ
て
云
々

毎
月
抄
十
五
ウ

　
　

水
蛙
眼
目
廿
オ

　

為
教
よ
り
す
ぢ
り
あ
ん
じ
け	

れ
と
も
つ
ひ
に
つ
け
ざ
り
け
り
云
是々
は
連
哥
也　
　

」
56
オ

○
歌
な
か
め
（
50
）

夫
木　
　
　
　

信
実	

月
の
よ
の
声
（
マ
マ
　
第
二
句
一
部
欠
）

も
ま
と
あ
け
て
心
を
や
れ
る	

哥
な
か
め
か
な　
　

」
57
オ

○
歌
の
い
つ
も
じ
（
51
）

続
世
継
玉
つ
さ

の
巻

に
俊
頼
哥
人
に
て
哥
あ
ん	

ぜ
ん
と
す
れ
は
い
つ
も
し
に
は
華ケ
マ
ン鬘

と
の
み	

お
か
る
ゝ
と
き
か
せ
給
ひ
て
云
々

東
野
州
聞
書
に
懐
円
法
師
か
申
け
る
は	

童
の
かみ
づ
イう

ぐ
き
と
哥
の
五
文
字
は	

な
た
ら
か
な
れ
と
い
ひ
お
き
し
と
云
々

同
卅
一
丁

ウ　
毎
月
抄
十
六
ウ
十
七
オ

　
　
　
　
　

　
　

」
58
オ

○
歌
は
必
よ
む
へ
き
物
（
52
）

源
平
盛
衰
記
廿
六
忠
盛
婦

人
事

歌
ヲ
ハ
人
ノ
読	

習
ベ
キ
コ
ト
也
ケ
リ
只
当
座
ノ
罪
ヲ
遁
ル
ゝ	

ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
剰
希
代
ノ
面
目
ヲ
施
ス　
　

」
59
オ

○
和
歌
を
重
く
す
（
53
）

続
世
継
紅
葉
の

み
か
り
に
白
河
院
云
々
東
宮
の
わ	

か
宮
と
申
け
る
時
よ
り
和
哥
を
も
お
も
く
せ
さ	

せ
給
ひ
て
云
　々
　

」
60
オ

○
見
き
く
に
つ
け
て
歌
に
よ
む
（
54
）

続
世
継
玉
つ
さ

の
巻

木
工
頭
俊頼
云
々
お
ほ
か
た	
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九

9

は
見
る
こ
と
き
く
事
に
つ
け
て
か
ね
て
そ	

よ
み
ま
う
け
ら
れ
け
る
当
座
に
よ
む
こ
と
は	

す
く
な
く
擬
作
と
か
き
て
そ
侍
け
る
さ
て	

侍
り
け
る
に
や
家
集
散
木

集

に
き
く
と	

き
ゝ
給
へ
り
け
る
と
お
ほ
ゆ
る
こ
と
を
よ
み	

あ
つ
め
ら
れ
侍
ル
め
り
云
　々
　

」
61
オ

○
名
所
を
や
か
て
詞
に
い
ひ
つ
ゝ
く
る
事
（
55
）

東
野
州
聞
書
卅
四
オ

　
　

　

山
し
ろ
の
と
は
れ
ぬ	

こ
ゆ
る
き
の
い
そ
ぎ
の
歌
也　
　

」
62
オ

○
歌
の
た
ま
し
ひ
（
56
）

越
部
禅
尼
消
息
三
オ

　

　
　

」
63
オ

○	

そ
の
詞
を
好
て
よ
む
と
人
に
聞
な
さ	

る
ま
し
き
事
（
57
）

毎
月
抄
十
一
ウ

　
　

水
蛙
眼
目
十
六

ウ

各
の
好
ム
詞
あ
り　
　

」
64
オ

○
歌
の
善
悪
を
定
る
は
大
事
（
58
）

毎
月
抄
十
四
オ

　
　

　
　

」
65
オ

○
歌
は
心
を
す
ま
し
て
よ
む
べ
し
（
59
）

毎
月
抄
十
五
オ

　
　

　
　

」
66
オ

○	

会
の
時
歌
数
お
ほ
く
よ
む
べ
（
60
）	

か
ら
ず

毎
月
抄
十
五
ウ

　
　

　
　

」
67
オ

○
家
の
風
（
61
）

赤
染
衛
門
集
下　

な
か
ひ
ら
か
子
う
ま
せ
た
り
し
に
七
日
夜	

千
代
を
い
の
る
心
の
う
ち
の
す
ゞ
し
き
は
た
え
せ
ぬ	

家
の
風
に
さ
り
け
る

毎
月
抄
十
四
ウ

　
　

東
素
山
消
息
一
オ

　

　
　

」
68
オ

○
制
の
詞
（
62
）

東
野
州
聞
書
十
五
丁
ウ

　
　
　

　
　

」
69
オ

○
鬼
拉
の
詞
（
63
）

毎
月
抄
六
オ

　

　
　

」
70
オ

○
歌
の
病
無
用
（
64
）

毎
月
抄
十
一
オ

　
　

　
　

」
71
オ

○
歌
の
大
事
は
詞
の
用
捨
（
65
）

毎
月
抄
五
ウ

　

　
　

」
72
オ

○
懐
紙
（
66
）

東
野
州
聞
書
卅
四
ウ　

卅
九
オ

　
　
　
　
　
　

　
四
十
七
オ

五
十
一
オ

又
五
十
三
オ

　
　
　

東
鑑
卅
四
十
五

丁　
　

」
73
オ
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10

○
短
冊
色
紙
（
67
）

〇
和
漢
三
才
図
会
十

	

六
芸
能
部
十
丁

ウ

〇
東
野
州
聞
書
六
丁

オ　

御
短
尺
の
と
て
云
々	

同
四
十
七
オ

　
　
　
　

短
冊
注
有
の
事

〇
水
蛙
眼
目
九
オ

　

　
　

」
74
オ

○
料
紙
（
68
）

東
野
州
聞
書
四
十
オ

　
　

　

水
蛙
眼
目
八
オ

　

　
　

」
75
オ

○
三
年
忌
の
歌
（
69
）

東
野
州
聞
書
廿
二

丁
オ　
　

」
76
オ

〈
付
録
〉付

録
と
し
た
の
は
本
書
の
各
項
目
が
示
し
て
い
る
元
の
各
書
の
該
当
す
る
部
分
の
「
復
元
」
で
あ

る
。
項
目
の
丁
数
表
示
に
よ
っ
て
与
清
が
参
照
し
た
部
分
を
推
定
し
、
列
記
し
た
。
多
少
の
錯
誤
が

あ
る
も
の
も
あ
る
が
、
項
目
の
書
名
と
丁
及
び
そ
の
表
裏
が
引
用
元
の
書
に
一
致
す
る
場
合
、
そ
の

伝
本
か
ら
そ
の
項
目
を
採
取
し
た
と
み
て
、
そ
の
本
文
を
用
い
た
。
そ
の
伝
本
は
書
名
の
下
に
括
弧

に
入
れ
て
示
し
た
。
ま
た
「
続
世
継
」
や
「
夫
木
」、
私
家
集
な
ど
、
丁
数
で
は
な
く
直
接
引
用
す

る
形
で
項
目
が
作
ら
れ
て
い
て
、
か
つ
依
拠
し
た
伝
本
も
不
明
の
場
合
は
、
そ
の
項
目
そ
の
も
の
を

二
字
下
げ
て
記
し
た
。「
遠
島
御
抄
」
は
依
拠
本
文
を
特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
便
宜
的
に
「
未
詳
」

と
し
た
上
で
「
群
書
類
従
」
の
「
後
鳥
羽
院
御
口
伝
」
の
本
文
を
引
い
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
書
目

は
与
清
の
蔵
書
中
の
も
の
と
推
定
で
き
、
す
べ
て
水
戸
の
徳
川
斉
昭
に
蔵
書
を
献
納
し
た
際
の
「
松

屋
蔵
書
目
録
」（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵　

イ
二

－

二
三
〇
九
）
に
見
ら
れ
る（
注
）。

本
文
の
翻
字
に
あ
た
っ
て
は
主
に
国
立
国
会
図
書
館
、
国
文
学
研
究
資
料
館
が
提
供
す
る
画
像
や

紙
焼
写
真
を
用
い
た
。
翻
字
の
方
針
は
「
松
門
倭
歌
談
」
と
同
様
で
あ
る
が
、
私
の
注
記
な
ど
は
ご

く
少
数
に
と
ど
め
た
。

な
お
、山
田
は
か
つ
て
大
学
院
の
演
習
で「
松
門
倭
歌
談
」を
と
り
あ
げ
た
が
、そ
の
折
の
受
講
者
、

魚
川
瞳
、
園
田
克
利
、
徳
重
舞
、
馬
場
学
の
調
査
と
考
察
は
本
稿
の
基
礎
と
な
っ
た
。
記
し
て
謝
意

を
表
す
る
。

注　

松
本	

「
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
松
屋
蔵
書
目
録
』
翻
刻
」（
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
五
七

　

二
〇
一
〇
・
三
）

１
題
を
心
得
る
事

東
野
州
聞
書
（
群
書
類
従
）

初
春
の
題
に
立
春
を
は
詠
す
立
春
に
初
春
詠
す
へ
か
ら
す
と
常
光
院
申
し
な
り

山
舘
と
云
は
山
家
に
同
し
心
也
さ
り
な
か
ら
強
て
差
別
を
い
は
ゝ
さ
も
侍
へ
し
と
常
光
院
招

月
廬　

同
や
う
に
申
さ
れ
侍

毎
月
抄
（
群
書
類
従
）

又
題
を
わ
か
ち
候
事
一
字
題
を
は
い
く
た
ひ
も
下
句
に
あ
ら
は
す
へ
へ
（
マ
マ
）き
に
て
候
二
字
三
字

よ
り
後
は
題
の
字
を
甲
乙
の
句
に
わ
か
ち
を
く
へ
し
む
す
ひ
題
を
は
一
所
に
を
く
事
は
無
下

の
事
に
て
侍
と
や
ら
ん
又
か
し
ら
に
い
た
ゝ
き
て
出
た
る
哥
無
念
と
申
へ
し
ふ
る
く
も
秀
逸

と
も
の
中
に
さ
や
う
の
た
め
し
侍
れ
と
も
そ
れ
を
本
に
ひ
く
へ
き
に
も
候
は
す
か
ま
へ
て

〳
〵
あ
る
ま
し
き
事
に
て
候
但
よ
く
い
て
き
た
る
哥
に
と
り
て
す
へ
て
五
文
字
な
ら
て
題
の

字
の
を
か
れ
さ
ら
む
は
制
の
限
に
あ
ら
す
と
そ
う
け
給
を
き
て
侍
し

２
哥
の
題
の
よ
み
様

東
野
州
聞
書
（
群
書
類
従
）

宝
徳
三
年
三
月
朔
日
哥
の
題
の
読
や
う
を
習
侍
也
立
春
立
秋
初
冬
如
此
類
二
字
の
時
は
く
ん
ニ

読
三
字
四
字
あ
れ
は
こ
ゑ
に
よ
む
ま
つ
よ
き
程
の
を
は
く
ん
に
可
読
若
く
ん
に
読
て
た
ゝ
を

せ
る
を
は
声
に
可
読

読
の
有
題
少
　々

荒あ
ら
に
こ
は
ら
ひ

和
祓　

賭の
り
ゆ
み弓　

□く
ひ
な　
　

貢み
つ
き調　

泉あ

ま郎　

鶬ひ
は
り　

葥
や
ま
ふ
き　

霖
さ
み
た
れ　

□た
ゝ
き　

□

ほ
と
ゝ
き
す

初
花
を
は
つ
花
と
よ
む
も
の
侍
れ
と
も
は
し
め
の
花
と
よ
む
へ
し
と
あ
り
如
此
類
皆
同

ク
ヰ
ナ
ノ
イ



（ 　 ）

小
山
田
与
清
「
作
歌
故
実
」
二
種
　（
二
）　（
今
井
・
松
本
・
山
田
）

一
一
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３
結
ビ
題

毎
月
抄
（
群
書
類
従
）

む
す
ひ
題
を
は
一
所
に
を
く
事
は
無
下
の
事
に
て
侍
と
や
ら
ん

遠
島
御
抄
（
未
詳
）

道
を
こ
の
む
に
な
り
ぬ
れ
は
め
つ
ら
し
き
を
こ
と
と
し
て
紙
燭
一
寸
に
詠
し
一
時
に
百
首
を

詠
し
な
と
す
る
事
練
習
の
た
め
に
は
よ
け
れ
と
も
た
ゝ
百
首
を
詠
し
て
詠
し
畢
ぬ
れ
は
又
は

し
め
〳
〵
或
は
無
題
あ
る
ひ
は
結
題
を
か
へ
す
〳
〵
詠
す
る
か
い
か
に
も
始
終
は
よ
き
也
人

に
見
せ
す
し
て
よ
み
置
た
れ
は
率
爾
の
用
に
も
叶
て
究
竟
の
事
に
て
あ
る
也
根
こ
も
ら
ぬ
哥

は
十
廿
首
な
と
は
よ
く
み
ゆ
れ
と
も
百
首
度
々
に
な
れ
は
末
よ
は
に
な
る
遺
恨
の
事
也

時
々
か
た
き
題
を
詠
し
習
ふ
へ
き
な
り
近
代
あ
ま
り
に
さ
か
ひ
に
入
過
て
結
題
の
歌
も
題
の

こ
ゝ
ろ
い
と
な
け
れ
と
も
く
る
し
か
ら
す
と
て
こ
ま
か
に
さ
た
す
れ
は
季
経
か
一
具
に
い
ひ

な
し
て
平
会
す
る
事
頗
い
は
れ
な
し
寂
連
は
お
ほ
き
に
不
請
せ
し
也
無
題
の
哥
と
結
題
の
歌

と
た
ゝ
お
な
し
様
也
詮
も
な
し
と
申
き
尤
其
謂
あ
る
事
也
寂
連
は
こ
と
に
結
題
を
よ
く
よ
み

し
な
り
定
家
は
題
の
沙
汰
い
た
く
せ
ぬ
も
の
な
り
是
に
よ
り
て
近
代
初
心
の
も
の
皆
か
く
の

こ
と
く
な
れ
り
い
は
れ
な
き
事
也
結
題
を
よ
く
〳
〵
お
も
ひ
入
て
題
の
中
を
詠
す
れ
は
こ
そ

興
も
あ
る
事
に
て
あ
れ
近
代
の
様
は
念
な
き
事
也
か
な
ら
す
時
々
よ
み
な
ら
ふ
へ
き
也
故
中

御
門
摂良
経政

は
結
題
を
殊
に
む
ね
と
す
へ
き
と
こ
そ
申
さ
れ
し
か
池
水
半
氷
と
い
ふ
題
に
て

池
水
を
い
か
に
嵐
の
ふ
き
分
て
こ
ほ
れ
る
ほ
と
の
こ
ほ
ら
さ
る
ら
ん

と
よ
ま
れ
た
り
し
も
哥
か
ら
は
さ
ま
て
な
け
れ
と
も
題
の
心
を
い
み
し
く
お
も
は
へ
て
興
も

あ
る
事
に
て
は
へ
り
き

４
く
せ
題

毎
月
抄
（
群
書
類
従
）

い
か
に
も
未
練
の
程
は
日
こ
ろ
よ
み
な
れ
た
る
題
に
て
よ
む
へ
き
に
て
候
よ
し
申
事
に
て
候

わ
つ
ら
は
し
き
題
の
た
や
す
く
と
り
つ
き
か
た
き
は
い
か
に
も
わ
ろ
か
ろ
へ
き
に
て
侍
り
く

せ
題
な
と
は
ち
と
読
口
な
れ
て
後
今
と
覚
む
時
又
よ
み
な
ら
ふ
へ
く
候
難
題
な
と
を
手
か
け

せ
す
し
て
は
不
可
叶
候

５
難
題

毎
月
抄
（
群
書
類
従
）

い
か
に
も
未
練
の
程
は
日
こ
ろ
よ
み
な
れ
た
る
題
に
て
よ
む
へ
き
に
て
候
よ
し
申
事
に
て
候

わ
つ
ら
は
し
き
題
の
た
や
す
く
と
り
つ
き
か
た
き
は
い
か
に
も
わ
ろ
か
ろ
へ
き
に
て
侍
り
く

せ
題
な
と
は
ち
と
読
口
な
れ
て
後
今
と
覚
む
時
又
よ
み
な
ら
ふ
へ
く
候
難
題
な
と
を
手
か
け

せ
す
し
て
は
不
可
叶
候

遠
島
御
抄
（
未
詳
）

時
々
か
た
き
題
を
詠
し
習
ふ
へ
き
な
り
近
代
あ
ま
り
に
さ
か
ひ
に
入
過
て
結
題
の
歌
も
題
の

こ
ゝ
ろ
い
と
な
け
れ
と
も
く
る
し
か
ら
す
と
て
こ
ま
か
に
さ
た
す
れ
は
季
経
か
一
具
に
い
ひ

な
し
て
平
会
す
る
事
頗
い
は
れ
な
し
寂
連
は
お
ほ
き
に
不
請
せ
し
也
無
題
の
哥
と
結
題
の
哥

と
た
ゝ
お
な
し
様
也
詮
も
な
し
と
申
き

６
か
く
し
題

	
	

続
世
継
春
の　

し
ら
べ
に
崇
徳
院
云
々
を
さ
な
く

	
	

を
は
し
ま
し
け
る
よ
り
哥
を
こ
の
ま
せ
給
ひ
て	

	

あ
さ
ゆ
ふ
さ
ふ
ら
ふ
人
々
に
か
く
し
だ
い
よ
ま
せ

	

云
々

水
蛙
眼
目
（
群
書
類
従
）

小
倉
黄
禅
云
隆
博
卿
は
行
家
卿
に
は
無
題
に
を
と
り
て
世
も
お
も
へ
り
誠
に
さ
こ
そ
侍
り
け

め
亀
山
院
御
時
山
城
国
名
所
を
賦
す
る
百
韻
御
連
歌
侍
し
に
よ
の
つ
ね
の
や
さ
し
き
名
所
は

大
略
過
て
い
ま
は
俗
に
い
ひ
つ
け
た
る
か
ら
す
き
か
は
な
四
の
宮
か
は
ら
な
と
や
う
の
名
所

を
も
と
る
へ
し
と
さ
た
あ
り
し
時
為
氏
卿
ち
き
り
し
の
み
や
か
は
ら
さ
る
ら
む
と
被
仰
付
た

り
し
叡
感
も
あ
り
諸
人
奇
特
に
お
も
ひ
て
侍
り
き
隆
博
卿
す
こ
し
の
相
対
に
も
及
か
た
き
よ

し
人
々
思
ひ
た
り
勅
定
に
隆
博
つ
け
よ
と
仰
事
侍
り
け
れ
は
つ
ら
か
ら
す
き
か
は
な
へ
て
そ

た
る
ま
ゝ
し
と
被
付
た
り
し
さ
す
か
な
り
と
い
ふ
御
沙
汰
侍
り
き

基
任
云
中
院
禅
門
北
野
参
籠
之
時
小
神
ま
て
の
社
の
名
を
賦
し
て
連
哥
侍
し
に
冷
泉
亜為
氏

相
中

将
殿
と
い
ふ
を
賦
し
て
こ
ひ
の
み
ち
う
し
や
う
と
の
み
な
け
く
か
な
と
被
付
け
る
を
満
座
感



（ 　 ）

福
岡
大
学
研
究
部
論
集　
Ａ　

十
七
（
四
）
二
〇
一
七

一
二

12

歎
無
極
き
又
禅
門
柳
と
云
句
に
老
松
ち
か
ら
よ
は
き
春
哉
と
云
句
を
付
ら
れ
た
り
し
様
も
な

け
れ
と
も
そ
ゝ
ろ
に
お
も
し
ろ
か
り
し
と
観
意
基
任

父　

其
席
に
候
て
か
た
り
侍
り
き

或
人
物
語
云
中
院
禅
門
と
阿
仏
房
と
ゐ
ら
れ
た
る
所
へ
為
氏
ま
か
り
て
え
ん
に
て
こ
は
つ
く

り
て
あ
か
り
障
子
を
あ
け
て
い
ら
ん
と
せ
ら
れ
け
る
を
阿
仏
房
障
子
の
尻
を
を
さ
へ
て
あ
か

り
障
子
を
か
く
し
題
に
て
一
首
あ
そ
は
し
候
へ
あ
け
候
は
ん
と
被
申
け
れ
は
と
り
あ
へ
す

い
に
し
へ
の
い
ぬ
き
か
か
ひ
し
す
ゝ
め
の
子
飛
あ
か
り
し
や
う
し
と
み
る
ら
ん

と
よ
ま
れ
け
れ
は
あ
け
て
わ
ら
ひ
て
入
ら
れ
け
り
た
は
む
れ
な
か
ら
に
く
き
心
に
て
や
あ
り

け
ん
源
承
法
眼
の
説
と
て
か
た
り
き

７
新
題
を
出
す
事

東
野
州
聞
書
（
群
書
類
従
）

宝
徳
三
年
冬
の
比
か
招
月
の
出
題
に
和
詞
恋
と
い
ふ
有
法
印
被
申
は
古
不
見
此
題
若
自
作
か

と
有
古
は
新
題
を
出
す
其
仁
有
由
八
雲
の
御
抄
に
も
み
え
た
り
近
年
此
類
多
し
能
々
可
存
事

也
云
々

８
三
首
題

東
野
州
聞
書
（
群
書
類
従
）

二
月
朔
日
三
首
之
題
之
事
法
印
ニ
尋
之
一
字
二
字
三
字
又
二
三
四
と
も
可
有
也
大
方
は
三
首

な
か
ら
同
文
字
可
然
歟
文
字
の
数
を
か
へ
た
き
時
は
中
題
を
か
ゆ
る
也
上
中
同
文
字
に
て
下

を
か
ゆ
る
事
不
可
然
歟
然
共
如
此
可
有
こ
と
定
事
上
古
に
み
侍
す
題
者
の
故
実
と
申
者
有
こ

れ
に
て
了
簡
あ
る
へ
き
也

９
万
葉
風
の
古
躰
の
歌
斟
酌
す
べ
し

毎
月
抄
（
群
書
類
従
）

万
葉
は
け
に
代
も
あ
か
り
人
の
心
も
さ
え
て
い
ま
の
世
に
ま
な
ふ
と
も
さ
ら
に
及
ふ
へ
か
ら

す
初
心
の
と
き
を
の
つ
か
ら
古
躰
を
よ
む
事
あ
る
へ
か
ら
す
但
稽
古
年
か
さ
な
り
風
骨
よ
み

さ
た
ま
る
後
は
又
万
葉
の
様
を
存
せ
さ
ら
む
好
士
は
無
下
の
事
と
そ
お
ほ
え
侍
る
稽
古
の
後

よ
む
へ
き
に
と
り
て
も
心
あ
る
へ
き
に
や

10
親
ノ
歌
疎
ノ
哥

東
野
州
聞
書
（
群
書
類
従
）

招
月
廬
の
申
さ
れ
し
は
宗
匠
の
近
き
程
の
哥
に
こ
の
み
ち
も
さ
き
く
さ
の
と
よ
ま
れ
た
る
を

或
人
難
し
て
み
ち
の
さ
く
と
侍
る
心
え
す
と
て
有
け
る
い
か
な
れ
は
か
や
う
に
申
ら
む
親
哥

疎
哥
と
て
総
別
あ
り
是
は
此
道
も
と
い
ひ
切
て
さ
き
草
の
と
読
る
哥
也
今
程
は
あ
た
ま
く
た

に
よ
ま
ぬ
哥
を
は
か
や
う
に
な
ん
す
る
也
定
家
卿
も
秀
哥
は
多
は
疎
の
哥
に
有
と
仰
ら
れ
け

る
と
か
や
今
の
難
義
誠
に
心
え
す
と
申
さ
れ
し
也

11
秀
句

毎
月
抄
（
群
書
類
従
）

大
か
た
哥
に
う
け
ら
れ
ぬ
は
秀
句
に
て
候
秀
句
も
自
然
に
何
と
な
く
読
い
た
せ
る
は
さ
て
も

あ
り
ぬ
へ
し
い
か
ゝ
せ
む
と
ゝ
か
く
た
し
な
み
よ
め
る
秀
句
は
き
は
め
て
み
く
る
し
く
み
さ

め
す
る
事
に
て
侍
る
へ
し

12
え
せ
哥

毎
月
抄
（
群
書
類
従
）

雲
風
夕
暮
な
と
や
う
の
詞
は
い
く
つ
よ
め
ら
む
も
よ
も
く
る
し
き
事
候
は
し
と
覚
て
候
そ
れ

も
よ
か
ら
む
哥
の
捨
か
た
か
ら
む
は
い
く
ら
も
同
こ
と
葉
を
続
す
へ
て
さ
て
も
候
な
ん
無
下

の
ゑ
せ
哥
の
み
た
り
か
は
し
く
お
な
し
詞
を
さ
へ
よ
み
ま
せ
た
ら
ん
は
い
と
よ
か
ら
し
に
て

候
13
秀
歌
は
疎
の
哥
に
多
し

東
野
州
聞
書
（
群
書
類
従
）

定
家
卿
も
秀
哥
は
多
は
疎
の
哥
に
有
と
仰
ら
れ
け
る
と
か
や
今
の
難
義
誠
に
心
え
す
と
申
さ

れ
し
也



（ 　 ）

小
山
田
与
清
「
作
歌
故
実
」
二
種
　（
二
）　（
今
井
・
松
本
・
山
田
）

一
三

13

14
歌
の
体
は
各
所
好
に
任
す

東
野
州
消
息
（
群
書
類
従
）

江
戸
辺
に
御
座
候
は
ゝ
相
構
風
躰
事
能
々
御
教
化
候
へ
く
候
哥
の
さ
ま
は
各
こ
の
む
所
に
て

候
風
躰
事
は
さ
り
と
て
は
口
惜
事
候
更
難
尽
紙
面
候
間
期
後
信
候

遠
島
御
抄
（
未
詳
）

凡
哥
の
す
か
た
は
面
の
こ
と
く
に
し
て
一
様
な
ら
す
こ
と
〳
〵
く
の
す
る
に
い
と
ま
あ
ら
す

た
ゝ
し
近
き
世
の
上
手
の
中
に
其
趣
を
し
る
し
あ
る
ひ
は
哥
を
も
少
々
か
き
の
す
へ
し

15
歌
に
よ
む
ま
じ
き
す
か
た
俗
に
近
き
詞　
　
　

お
そ
ろ
し
げ
な
る
詞

毎
月
抄
（
群
書
類
従
）

す
へ
て
よ
む
ま
し
き
す
か
た
詞
と
い
ふ
は
あ
ま
り
に
俗
に
ち
か
く
又
お
そ
ろ
し
け
な
る
た
く

ひ
と
申
伝
へ
し
よ
ろ
し
く
そ
れ
は
今
定
申
に
を
よ
は
す
此
し
た
に
て
御
了
見
候
へ
こ
の
御
百

首
に
多
分
古
風
の
み
え
侍
か
ら
か
や
う
に
申
せ
は
又
御
退
屈
や
候
は
ん
す
ち
め
な
れ
と
も
し

は
し
は
か
ま
へ
て
あ
そ
は
す
ま
し
き
に
て
候
い
ま
一
両
年
は
か
り
も
せ
め
て
も
と
の
躰
を
は

た
ら
か
さ
て
御
詠
作
あ
る
へ
く
候
も
と
の
姿
と
申
は
勘
申
候
し
十
躰
の
中
の
幽
玄
様
事
可
然

様
麗
様
有
心
躰
こ
れ
ら
の
四
に
て
候
へ
し
此
躰
と
も
の
中
に
も
古
め
か
し
き
哥
と
も
は
ま
ゝ

み
え
候
へ
と
も
そ
れ
は
古
躰
な
か
ら
も
く
る
し
か
ら
ぬ
姿
に
て
候
た
ゝ
す
な
ほ
に
や
さ
し
き

姿
を
ま
つ
自
在
に
あ
そ
は
し
し
た
ゝ
め
て
後
は
長
高
様
見
様
面
白
様
有
一
節
様
濃
様
な
と
や

う
の
躰
は
い
と
や
す
き
事
に
て
候

16
歌
は

和
ク
ニ
ヲ
ヤ
ハ
ラ
グ
ル

国
や
さ
し
く
よ
む
べ
き
事

　
　
　
　
　
　
　
　

毎
月
抄
（
群
書
類
従
）

ま
つ
哥
は
和
国
に
て
侍
る
う
へ
先
哲
の
く
れ
〳
〵
書
を
け
る
物
に
も
や
さ
し
く
物
あ
は
れ
に

よ
む
へ
き
事
こ
そ
み
え
侍
る
め
る
け
に
い
か
に
お
そ
ろ
し
き
物
な
れ
と
も
哥
に
よ
み
つ
れ
は

優
に
き
ゝ
な
さ
る
ゝ
た
く
ひ
そ
侍
る
そ
れ
に
も
と
よ
り
や
さ
し
き
花
よ
月
よ
な
と
や
う
の
物

を
お
そ
ろ
し
け
に
よ
め
ら
む
は
何
の
詮
か
侍
ら
ん
さ
て
も
こ
の
十
躰
の
中
に
い
つ
れ
も
有
心

躰
に
す
き
て
本
意
と
存
す
る
姿
は
侍
ら
す
き
は
め
て
お
も
ひ
え
か
た
う
候
と
さ
ま
か
う
さ
ま

に
て
は
つ
や
〳
〵
つ
ゝ
け
ら
る
へ
か
ら
す
能
々
心
を
す
ま
し
て
そ
の
一
境
に
入
ふ
し
て
そ
稀

に
も
よ
ま
る
ゝ
事
は
侍
れ

17
い
り
ほ
か
の
い
り
く
り
哥

毎
月
抄
（
群
書
類
従
）

よ
ろ
し
き
哥
と
申
候
は
哥
こ
と
に
心
の
ふ
か
き
の
み
そ
申
た
め
る
あ
ま
り
に
又
ふ
か
く
心
を

い
れ
ん
と
て
ね
ち
す
く
せ
は
い
り
ほ
か
の
入
く
り
哥
と
て
堅
固
な
ら
ぬ
姿
の
心
得
ら
れ
ぬ
は

こ
ゝ
ろ
な
き
よ
り
は
う
た
て
く
み
く
る
し
き
事
に
て
侍
る
こ
の
さ
か
ゐ
か
ゆ
ゝ
し
き
大
事
に

て
侍
る
猶
〳
〵
よ
く
〳
〵
斟
酌
あ
る
へ
き
に
こ
そ

18
無
正
体
の
歌

毎
月
抄
（
群
書
類
従
）

此
道
を
た
し
な
む
人
は
か
り
そ
め
に
も
執
す
る
心
な
く
て
な
を
さ
り
に
よ
み
す
つ
る
事
侍
へ

か
ら
す
無
正
躰
哥
読
い
た
し
て
毀
人
の
難
を
た
に
お
ひ
ぬ
れ
は
退
屈
の
因
縁
と
も
な
り
道
の

毀
廃
と
も
又
な
り
侍
へ
き
に
こ
そ
さ
れ
は
或
は
難
を
お
ひ
は
て
ゝ
お
も
ひ
死
に
ま
か
り
し
た

く
ひ
も
聞
え
侍
或
秀
哥
を
ま
ろ
な
か
ら
と
ら
れ
て
侍
る
没
し
て
後
其
人
の
夢
に
見
え
て
我
哥

か
へ
せ
と
な
く
〳
〵
か
な
し
み
け
る
に
よ
り
て
勅
撰
よ
り
き
り
い
た
し
け
る
事
も
侍
る
に
や

か
ゝ
る
た
め
し
是
に
か
き
ら
す
ま
こ
と
に
哀
に
そ
お
ほ
え
侍
る
相
構
て
兼
日
も
当
座
も
哥
を

は
能
々
詠
吟
し
て
こ
し
ら
へ
て
出
す
へ
き
な
り
疎
忽
の
事
は
か
な
ら
す
後
難
侍
へ
し
常
に
心

あ
る
躰
の
哥
を
御
こ
ゝ
ろ
に
か
け
て
あ
そ
は
し
候
へ
く
候

19
き
り
出
し
歌

毎
月
抄
（
群
書
類
従
）

或
秀
哥
を
ま
ろ
な
か
ら
と
ら
れ
て
侍
る
没
し
て
後
其
人
の
夢
に
見
え
て
我
哥
か
へ
せ
と
な
く

〳
〵
か
な
し
み
け
る
に
よ
り
て
勅
撰
よ
り
き
り
い
た
し
け
る
事
も
侍
る
に
や



（ 　 ）

福
岡
大
学
研
究
部
論
集　
Ａ　

十
七
（
四
）
二
〇
一
七

一
四

14

20
し
そ
く
の
哥　
か
な
ま
り
の
う
た

続
世
継
春
の
し
ら
へ

の
巻　
　

に
崇
徳
院
を
さ
な
く

お
は
し
ま
し
け
る
よ
り
哥
を
こ
の
ま
せ
給
ひ
て

あ
さ
ゆ
ふ
さ
ふ
ら
ふ
人
々
に
か
く
し
た
い
よ

ま
せ
し
そ
く
の
哥
か
な
ま
り
う
ち
て
ひ
ゞ

き
の
う
ち
に
よ
め
な
と
さ
へ
お
ほ
せ
ら
れ
て

常
は
和
歌
の
会
そ
せ
さ
せ
給
ひ
け
る

東
野
州
聞
書
（
群
書
類
従
）

今
度
於
仙
洞
之
御
哥
合
一
条
殿
于
時

関
白
飛
鳥
井
中
納
言
入
道
判
也
関
白
へ
は
か
り
判
の
事
お
ほ

せ
ら
れ
し
を
中
納
言
入
道
望
申
て
判
せ
ら
れ
け
る
と
か
や
此
哥
合
両
条
（
マ
マ
、「
か
」カ
）

よ
り
御
覧
し
け
る

を
為
御
使
返
し
畢
就
関
白
殿
御
判
自
是
不
審
三
ケ
条
有
一
に
は
源
氏
物
語
を
引
よ
め
る
番
を

わ
か
身
の
恋
の
心
す
く
な
し
と
判
せ
ら
れ
た
る
所
二
に
は
千
鳥
の
哥
の
番
に
浪
を
の
こ
し
て

立
千
鳥
哉
と
読
る
を
千
鳥
の
浪
を
つ
れ
て
立
へ
き
も
の
ゝ
や
う
に
聞
ゆ
と
判
ら
れ
た
る
所
三

に
は
紙
燭
一
寸
な
と
の
哥
や
か
や
う
に
は
可
有
と
判
れ
た
る
所
こ
れ
三
也
何
も
是
よ
り
被
仰

趣
と
法
印
も
同
し
心
也
と
申
乍
去
哥
合
の
習
吹
毛
き
す
を
求
な
ら
ひ
は
御
判
の
難
に
は
あ
ら

し
今
の
世
に
は
か
や
う
に
ひ
ろ
く
物
を
し
ら
む
事
不
可
有
ま
こ
と
に
天
下
の
御
宝
と
申
さ
れ

候
と
和
哥
の
道
御
口
伝
な
き
事
を
法
印
歎
申
し
也

遠
島
御
抄
（
未
詳
）

道
を
こ
の
む
に
な
り
ぬ
れ
は
め
つ
ら
し
き
を
こ
と
と
し
て
紙
燭
一
寸
に
詠
し
一
時
に
百
首
を

詠
し
な
と
す
る
事
練
習
の
た
め
に
は
よ
け
れ
と
も
た
ゝ
百
首
を
詠
し
て
詠
し
畢
ぬ
れ
は
又
は

し
め
〳
〵
或
は
無
題
あ
る
ひ
は
結
題
を
か
へ
す
〳
〵
詠
す
る
か
い
か
に
も
始
終
は
よ
き
也
人

に
見
せ
す
し
て
よ
み
置
た
れ
は
率
爾
の
用
に
も
叶
て
究
竟
の
事
に
て
あ
る
也
根
こ
も
ら
ぬ
哥

は
十
廿
首
な
と
は
よ
く
み
ゆ
れ
と
も
百
首
度
々
に
な
れ
は
末
よ
は
に
な
る
遺
恨
の
事
也

21
早
歌応

仁
略
記
上
畠
山
分
乱

濫
觴
の
事　

近
比
一
条
殿
下

新
作
の
早
哥
を
送
ら
し
む
近
代
名
を

得
た
り
し
宗
砌
法
師
四
季
の
恋
と

い
ふ
題
に
て
早
歌
を
つ
く
り
大
和
国
よ
り

京
極
の
亭
へ
お
く
る
い
つ
れ
も
博ハ
カ
セ士

を

つ
け
て
当
代
に
贈
せ
り
云
々

22
連
哥
は
歌
の
妨

続
世
継
玉
つ
さ

の
巻　

に
堀
川
院
云
々
哥
の
ふ
せ
い
い
た
つ
ら
□
（
虫
損
、「
に
う
」カ
）

□

す
る
こ
と
也
と
て
連
哥
を
は
お
ほ
か
た
せ
ら
れ

さ
り
け
り
云
々

23
俳
諧

東
野
州
聞
書
（
群
書
類
従
）

誹
諧
哥
の
事
こ
ゝ
ろ
な
き
物
に
こ
ゝ
ろ
を
つ
け
物
い
は
ぬ
も
の
に
物
い
は
せ
な
と
し
只
利
口

の
心
也
又
古
哥
を
可
見
可
秘
云
々

24
続ツ
ギ

歌

毎
月
抄
（
群
書
類
従
）

は
れ
か
ま
し
き
会
合
の
時
は
あ
ま
り
に
哥
数
お
ほ
く
よ
む
こ
と
不
可
然
候
歟
稽
古
も
初
心
も

用
意
お
な
し
事
に
て
候
百
首
な
と
の
続
哥
に
は
四
五
首
已
達
は
七
八
首
よ
き
程
に
て
候
へ
し

25
百
首
の
事

東
野
州
聞
書
（
群
書
類
従
）

百
首
と
申
は
堀
川
院
始
な
り
四
季
ヲ
分
恋
雑
を
立
る
事
大
略
是
始
也
と
申

水
蛙
眼
目	

毎
月
百
首
（
群
書
類
従
）

（
国
冬
は
）
公
宴
を
ゆ
る
さ
れ
新
後
撰
の
時
新
古
今
の
秀
能
か
例
と
て
十
七
首
入
ら
れ
稽
古

も
名
誉
も
無
双
な
り
き
然
に
家
隆
の
詠
哥
六
万
首
有
け
る
事
を
う
ら
や
み
て
已
達
の
後
哥
を

多
く
よ
み
け
り
月
次
に
千
首
を
読
事
を
し
け
り
其
比
よ
り
の
哥
優
美
な
ら
す
お
そ
ろ
し
き
事



（ 　 ）

小
山
田
与
清
「
作
歌
故
実
」
二
種
　（
二
）　（
今
井
・
松
本
・
山
田
）

一
五

15

ま
し
れ
り
か
や
う
の
事
尤
斟
酌
す
へ
き
由
今
の
宗
匠
語
被
申
き
東
入
道
行
氏
も
毎
月
の
百
首

と（
マ
マ
、衍
カ
）

と
て
読
る
哥
と
も
は
さ
ら
に
勅
撰
に
え
ら
ひ
入
ぬ
へ
き
物
も
見
え
す
と
被
申
き

遠
島
御
抄	
一
時
百
首　

同
（
未
詳
）

道
を
こ
の
む
に
な
り
ぬ
れ
は
め
つ
ら
し
き
を
こ
と
と
し
て
紙
燭
一
寸
に
詠
し
一
時
に
百
首
を

詠
し
な
と
す
る
事
練
習
の
た
め
に
は
よ
け
れ
と
も
た
ゝ
百
首
を
詠
し
て
詠
し
畢
ぬ
れ
は
又
は

し
め
〳
〵
或
は
無
題
あ
る
ひ
は
結
題
を
か
へ
す
〳
〵
詠
す
る
か
い
か
に
も
始
終
は
よ
き
也
人

に
見
せ
す
し
て
よ
み
置
た
れ
は
率
爾
の
用
に
も
叶
て
究
竟
の
事
に
て
あ
る
也
根
こ
も
ら
ぬ
哥

は
十
廿
首
な
と
は
よ
く
み
ゆ
れ
と
も
百
首
度
々
に
な
れ
は
末
よ
は
に
な
る
遺
恨
の
事
也

ま
た
し
き
ほ
と
は
万
葉
集
み
た
る
お
り
は
百
首
の
哥
に
半
は
万
葉
集
の
こ
と
葉
よ
ま
れ
源
氏

等
の
物
か
た
り
み
た
る
比
は
又
其
様
に
な
る
を
よ
く
〳
〵
心
得
て
可
読
也

哥
合
の
題
を
は
い
た
く
お
も
ふ
ま
ゝ
に
は
よ
ら
す
と
こ
そ
釈
阿
寂
蓮
な
と
は
申
せ
し
か
別
の

や
う
に
て
は
な
し
題
の
こ
ゝ
ろ
を
よ
く
お
も
は
へ
て
病
な
く
又
源
氏
等
の
物
か
た
り
の
歌
の

こ
ゝ
ろ
を
は
と
ら
す
こ
と
葉
を
と
る
は
く
る
し
か
ら
す
と
申
き
す
へ
て
物
語
の
哥
の
こ
ゝ
ろ

を
は
百
首
の
哥
に
も
と
ら
ぬ
こ
と
な
れ
と
も
近
代
は
其
さ
た
も
な
し

故
摂
政
は
た
け
を
む
ね
と
し
て
諸
方
を
か
ね
た
り
き
い
か
に
そ
や
み
ゆ
る
こ
と
葉
の
な
き
哥

こ
と
に
よ
し
あ
る
さ
ま
不
可
思
議
な
り
百
首
な
と
の
あ
ま
り
に
地
歌
も
な
く
み
え
し
そ
か
へ

り
て
難
と
も
い
ひ
つ
へ
か
り
し

26
一
日
千
首　

五
日
千
首
／
七
日
千
首

東
野
州
聞
書	

一
日
千
首
（
群
書
類
従
）

む
か
し
満
元
朝
臣
一
日
千
首
よ
ま
せ
ら
れ
し
時
読
し
と
て
か
た
ら
れ
し

	
	
	
	
	

南
北
擣
衣

か
た
ふ
か
て
月
す
む
方
の
枕
に
も
跡
に
も
ち
か
く
う
つ
衣
か
な

こ
の
哥
の
心
を
た
つ
ね
申
侍
し
也

東
野
州
聞
書	

七
日
千
首
（
群
書
類
従
）

為
家
卿
は
少
年
ノ
時
は
慈
鎮
の
御
坊
ニ
伺
候
有
若
年
の
時
は
歌
道
不
器
用
の
由
沙
汰
有
て
父
卿

折
節
ニ
は
諫
ら
れ
け
る
程
に
日
吉
社
ニ
参
籠
有
て
一
七
日
の
間
ニ
千
首
を
読
れ
け
り
此
哥
能
出
来

有
て
父
卿
も
慈
鎮
も
御
悦
有
此
千
首
の
内
立
春
の
哥
斗
を
書
て
光
俊
ニ
見
せ
て
父
卿
は
悦
れ
け

り
七
日
の
間
に
い
つ
く
と
も
な
く
念
珠
あ
る
直
衣
の
袖
に
道
と
云
文
字
一
寸
四
方
斗
の
紙
に
書

れ
て
ふ
り
を
り
け
り
是
を
彌
た
の
も
し
く
思
て
下
向
あ
り
此
卿
廿
五
ノ
年
也
貞
応
の
本
の
お
く

に
此
道
と
云
文
字
を
は
を
さ
れ
け
り
と
法
印
物
語
有
享
徳
三
年
九
月
の
比
な
り

水
蛙
眼
目	

五
日
千
首　

月
次
月
千
首
（
群
書
類
従
）

又
云
中
院
禅
門
為
家
わ
か
く
て
は
此
道
不
堪
な
り
父
祖
の
あ
と
ゝ
て
世
に
ま
し
は
り
て
も
無

詮
出
家
せ
む
と
思
ひ
立
て
い
と
ま
申
に
日
吉
杜
に
ま
う
て
た
ま
ひ
け
り
其
次
に
慈
鎮
和
尚
に

ま
い
り
て
所
存
の
お
も
む
き
を
の
へ
て
い
と
ま
を
被
申
け
る
に
和
尚
の
年
は
い
く
つ
そ
と
と

は
せ
給
へ
り
廿
五
に
な
り
侍
る
由
申
さ
れ
け
れ
は
い
ま
た
是
非
の
み
ゆ
へ
き
年
に
て
は
侍
ら

す
思
ひ
と
ゝ
ま
り
て
道
の
け
い
こ
を
ふ
か
く
つ
み
て
の
上
の
事
な
り
と
被
仰
け
る
御
教
訓
に

よ
り
て
出
家
を
も
思
ひ
と
ゝ
ま
り
て
ま
つ
五
日
千
首
哥
を
読
れ
た
り
よ
み
を
は
り
て
父
に
み

せ
申
さ
れ
け
れ
は
先
立
春
哥
十
首
を
見
て
立
春
な
と
か
や
う
に
出
来
た
る
宜
由
被
仰
て
見
を

は
ら
れ
て
後
壬
生
二
位
に
見
す
へ
き
よ
し
被
仰
け
り
つ
ゐ
に
道
の
宗
匠
と
し
て
父
祖
の
あ
と

を
ま
す
〳
〵
お
こ
さ
れ
た
る
事
慈
鎮
和
尚
の
恩
徳
也
云
々

（
国
冬
は
）
公
宴
を
ゆ
る
さ
れ
新
後
撰
の
時
新
古
今
の
秀
能
か
例
と
て
十
七
首
入
ら
れ
稽
古

も
名
誉
も
無
双
な
り
き
然
に
家
隆
の
詠
哥
六
万
首
有
け
る
事
を
う
ら
や
み
て
已
達
の
後
哥
を

多
く
よ
み
け
り
月
次
に
千
首
を
読
事
を
し
け
り
其
比
よ
り
の
哥
優
美
な
ら
す
お
そ
ろ
し
き
事

ま
し
れ
り
か
や
う
の
事
尤
斟
酌
す
へ
き
由
今
の
宗
匠
語
被
申
き
東
入
道
行
氏
も
毎
月
の
百
首

と
て
読
る
哥
と
も
は
さ
ら
に
勅
撰
に
え
ら
ひ
入
ぬ
へ
き
物
も
見
え
す
と
被
申
き

27
証
哥

東
野
州
聞
書
（
群
書
類
従
）

同
年
九
月
十
六
日
夜
畠
山
阿
州
光
臨
あ
り
色
〳
〵
の
も
の
か
た
り
の
内
に
申
さ
れ
し
は
年
月

眺
望
と
申
題
は
遠
近
と
も
に
有
へ
き
か
と
存
処
に
春
日
三
品
の
申
さ
る
ゝ
は
と
を
き
心
な
り

遠
望
と
云
題
も
眺
望
と
同
心
也
と
申
さ
る
此
事
い
か
ゝ
と
是
へ
た
つ
ね
申
さ
る
古
哥
に
て
み

え
候
へ
し
六
百
番
の
哥
合
に
広
沢
池
眺
望
と
あ
り
こ
れ
に
く
は
し
く
候
へ
し
と
て
則
と
り
出

て
引
く
大
略
遠
心
有
前
中
納
言
哥
に
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住
き
け
る
あ
と
は
光
は
の
こ
れ
と
も
月
こ
そ
ふ
り
ね
広
沢
の
池

と
あ
り
こ
れ
は
眺
望
の
心
な
し
と
難
す
拾
遺
愚
草
の
中
貞
永
の
百
首
眺
望
五
首
あ
り
悉
と
を

き
心
有
遠
を
と
も
に
読
な
ら
は
近
心
五
首
の
中
に
な
と
ま
し
ら
て
は
有
へ
き
同
百
首
を
家
隆

の
よ
め
る
此
五
首
に
は
一
首
不
審
あ
り
天
つ
そ
ら
雲
の
は
た
て
を
と
ふ
鳥
の
あ
す
か
の
里
を

お
き
や
別
む
と
あ
り
詞
に
は
遠
詞
あ
れ
と
も
心
に
み
え
す
た
と
ひ
別
の
哥
に
近
心
あ
り
と
も

稀
の
事
な
る
へ
し
多
は
遠
心
あ
り
難
す
る
所
さ
ま
て
あ
る
へ
き
の
由
物
語
あ
り
証
歌
を
引
み

る
事
は
当
座
に
こ
れ
て躰
イ

の
事
也
眺
望
と
い
ふ
題
に
て
も
と
阿
州
の
哥
に
近
心
を
よ
ま
る
是
に

よ
り
て
春
日
三
品
も
難
け
る
と
か
や
常
光
院
の
云
け
る
は
遠
近
と
も
に
あ
る
へ
し
只
奥
ニ
望

心
な
り
と
申
阿
州
物
語
有
阿
州
の
申
さ
れ
し
は
俊
成
定
家
の
間
は
何
を
と
る
へ
き
に
か
我
は

た
ゝ
俊
成
を
と
る
へ
き
由
申
る
こ
れ
に
も
御
同
心
あ
り
定
家
こ
と
に
す
く
れ
た
る
は
父
に
久

し
く
習
に
よ
り
て
や
と
申
さ
れ
し

28
本
哥

東
野
州
聞
書
（
群
書
類
従
）

匡
房
卿
の
哥
を
本
歌
に
め
さ
る
へ
き
は
い
か
ゝ
た
る
へ
き
よ
し
公
方
様
よ
り
法
印
に
御
尋
あ

り
御
返
事
ニ
申
趣
本
歌
に
め
さ
る
へ
き
事
不
苦
候
後
拾
遺
の
作
者
た
る
上
其
身
達
者
に
て
候

此
人
は
五
代
に
仕
へ
候
後
一
条
院
の
末
つ
か
た
よ
り
仕
へ
て
白
河
院
の
御
時
は
さ
か
り
に
候

と
か
や
之
由
申
也

本
歌
を
用
事
遠
近
に
よ
ら
す
万
葉
の
哥
を
古
今
に
も
と
る
古
今
の
哥
を
後
撰
に
も
と
る
只
哥

に
よ
り
作
者
に
よ
る
へ
き
事
と
み
ゆ
已
に
定
家
卿
の
御
定
あ
る
上
は
今
よ
り
後
の
事
不
及
沙

汰
云
々

詠
哥
大
概
に
月
や
あ
ら
ぬ
桜
散
な
と
の
哥
三
句
つ
ゝ
書
続
て
侍
を
如
此
類
雖
一
句
不
可
取
詠

と
有
飛
鳥
井
家
の
本

也
就
之
子
細
有
或
本
二
句
た
り
と
も
と
書
た
る
有
り

桜
散
と
云
五
文
字
不
読
と
侍
る
証
文
広
田
社
の
哥
合
詞
か
き
抜
き
て
法
印
給
候
則
こ
れ
を
か

け
字
に
仕
末
代
以
之
可
心
得
也

毎
月
抄
（
群
書
類
従
）

又
本
哥
と
り
侍
る
や
う
は
さ
き
に
も
し
る
し
申
候
し
花
の
哥
を
や
か
て
花
に
よ
み
月
の
う
た

を
や
か
て
月
に
よ
む
事
は
達
者
の
わ
さ
な
る
へ
し
春
の
哥
を
は
秋
冬
な
と
に
よ
み
か
へ
恋
の

哥
な
と
を
は
雑
や
季
の
哥
な
と
に
て
し
か
も
そ
の
哥
を
と
れ
る
よ
と
き
こ
ゆ
る
や
う
に
よ
み

な
す
へ
き
に
て
候
本
哥
の
こ
と
葉
を
あ
ま
り
に
お
ほ
く
と
る
事
は
あ
る
ま
し
き
に
て
候
そ
の

や
う
は
詮
に
お
ほ
ゆ
る
詞
二
は
か
り
と
り
て
今
の
哥
の
上
下
の
句
に
わ
か
ち
を
お
く
へ
き
に

や
た
と
へ
は
夕
暮
は
雲
の
は
た
て
に
物
そ
お
も
ふ
天
つ
空
な
る
人
を
こ
ふ
と
て
と
侍
る
哥
を

と
ら
は
雲
の
は
た
て
に
物
思
ふ
と
い
ふ
詞
を
と
り
て
上
下
句
に
を
き
て
恋
の
哥
な
ら
さ
ら
ん

雑
季
な
と
に
よ
む
へ
し
此
こ
ろ
も
此
哥
を
と
る
と
て
夕
く
れ
の
こ
と
は
を
も
と
り
そ
へ
て
よ

め
る
た
く
ひ
も
侍
を
夕
く
れ
は
と
は
と
り
そ
へ
た
る
に
な
と
や
ら
ん
あ
し
く
も
こ
え
す
め
つ

ら
し
く
せ
む
と
お
ほ
ゆ
る
詞
を
さ
の
み
と
る
か
わ
ろ
く
侍
也
又
あ
ま
り
に
か
す
か
に
と
り
て

そ
の
哥
に
て
よ
め
る
よ
と
も
み
え
さ
ら
む
は
な
に
の
せ
む
か
侍
へ
き
な
れ
は
よ
ろ
し
く
こ
れ

ら
は
心
え
て
と
る
へ
き
に
こ
そ

29
漢
才
な
き
人
は
未
練

後
花
園
院
御
消
息
（
群
書
類
従
）

文
字
か
た
の
こ
と
は
ふ
と
ゝ
り
つ
き
に
く
き
や
う
に
人
こ
と
に
心
え
を
き
候
て
ふ
さ
た
し
候

去
程
に
一
文
不
通
の
い
た
つ
ら
も
の
ゝ
み
世
に
は
お
ほ
く
候
こ
れ
は
あ
さ
ま
し
き
事
に
て
候

文
字
か
た
に
て
候
へ
は
と
て
さ
の
み
大
事
な
る
事
に
て
候
は
ね
は
こ
そ
誰
々
も
又
さ
た
し
候

へ
は
安
き
な
ら
ひ
に
て
候
か
む
よ
う
は
す
き
と
す
か
さ
る
と
の
か
は
り
め
に
て
候
漢
才
に
疎

く
候
へ
は
万
事
に
つ
け
て
未
練
恥
辱
な
る
こ
と
の
み
に
て
候
詩
連
句
な
と
さ
た
し
候
へ
は
を

の
つ
か
ら
文
字
は
出
き
候
事
に
て
候

30
勅
撰
の
哥
取
捨

毎
月
抄
（
群
書
類
従
）

抑
哥
は
た
ゝ
日
来
し
る
し
申
候
し
こ
と
く
万
葉
よ
り
こ
の
か
た
の
勅
撰
を
し
つ
か
に
御
覧
せ

ら
れ
て
か
は
り
ゆ
き
候
け
る
姿
と
も
を
御
心
得
候
へ
そ
れ
に
と
り
て
勅
撰
の
哥
な
れ
は
と
て

必
哥
こ
と
に
わ
た
り
て
ま
な
ふ
へ
か
ら
す
人
に
と
も
な
ひ
世
に
し
た
か
ひ
て
哥
の
興
廃
見
え

侍
り
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31
万
葉
集
ま
な
ふ
べ
し

毎
月
抄
（
群
書
類
従
）

万
葉
は
け
に
代
も
あ
か
り
人
の
心
も
さ
え
て
い
ま
の
世
に
ま
な
ふ
と
も
さ
ら
に
及
ふ
へ
か
ら

す
初
心
の
と
き
を
の
つ
か
ら
古
躰
を
よ
む
事
あ
る
へ
か
ら
す
但
稽
古
年
か
さ
な
り
風
骨
よ
み

さ
た
ま
る
後
は
又
万
葉
の
様
を
存
せ
さ
ら
む
好
士
は
無
下
の
事
と
そ
お
ほ
え
侍
る
稽
古
の
後

よ
む
へ
き
に
と
り
て
も
心
あ
る
へ
き
に
や

遠
島
御
抄
（
未
詳
）

和
歌
を
学
問
し
て
種
々
の
難
儀
と
も
を
さ
た
し
て
才
学
を
わ
か
つ
こ
と
は
人
に
よ
る
へ
し
よ

の
つ
ね
に
は
た
ゝ
万
葉
集
は
か
り
よ
み
た
る
や
う
を
こ
ゝ
ろ
え
て
お
く
へ
し
さ
ほ
と
の
事
も

用
な
し
と
て
さ
た
せ
ね
は
人
の
万
葉
集
の
こ
と
葉
を
と
り
て
詠
し
た
る
哥
を
え
よ
ま
ぬ
也
そ

れ
は
無
下
の
事
に
て
有
時
に
文
字
の
う
へ
は
か
り
を
よ
み
す
へ
む
た
め
一
反
人
に
も
問
き
く

へ
き
な
り
古
今
集
に
も
し
ら
て
あ
し
く
よ
ま
れ
ぬ
へ
き
う
た
も
あ
り
又
さ
ま
〳
〵
の
哥
と
も

を
つ
く
し
て
の
せ
ら
れ
た
り
か
な
ら
す
存
知
す
へ
き
な
り

32
三
代
集
の
事　

同
相
伝

東
野
州
聞
書
（
群
書
類
従
）

三
代
集
の
事
た
つ
ね
侍
し
か
は
申
さ
れ
し
は
後
選
（
マ
マ
）拾

遺
は
一
向
儀
を
古
今
よ
り
付
さ
る
大

事
侍
れ
と
も
此
道
の
奥
儀
と
申
は
古
今
集
に
て
こ
そ
侍
ら
め
と
申
さ
れ
し
此
か
へ
り
に
招
月

廬
へ
ま
か
り
た
り
し
に
式
子
内
親
王
の
御
う
た
に

あ
ふ
こ
と
を
け
ふ
松
か
枝
の
手
向
草
い
く
世
し
ほ
る
ゝ
袖
と
か
は
し
る

此
作
意
の
や
う
を
と
ひ
申
せ
は
逢
事
を
こ
の
く
れ
と
ま
ち
居
て
い
く
よ
し
ほ
る
ゝ
袖
と
か
は

し
る
と
ひ
と
り
こ
つ
心
な
り
手
向
草
は
祈
念
の
心
な
り
あ
な
か
ち
神
を
い
の
る
に
は
あ
ら
す

心
中
に
念
願
の
躰
也
手
向
草
の
事
問
申
せ
は
古
今
の
大
事
に
侍
る
さ
か
り
苔
の
事
に
て
侍
る

由
申
さ
れ
侍
る
常
光
院
の
申
さ
れ
し
に
相
伝
如
何
同
日
愚
問
賢
注
の
事
尋
侍
し
に
答
て
申
さ

れ
し
は
私
心
中
に
は
近
頃
可
然
申
た
る
物
と
存
候
殊
更
風
躰
を
御
た
つ
ね
の
答
に
漢
朝
は
敵

を
亡
し
て
代
を
取
故
に
躰
も
う
つ
る
吾
朝
は
天
神
地
神
の
御
末
の
代
な
れ
は
大
に
躰
か
は
る

事
な
し
時
の
撰
者
の
好
所
少
は
侍
れ
と
も
そ
れ
も
か
は
る
ま
て
の
事
は
な
し
か
や
う
の
所

殊	

ニ
肝
心
し
て
存
候
乍
去
二
三
ケ
所
私
の
申
は
是
ま
て
は
な
く
と
も
と
存
所
も
候
へ
と
も
そ

れ
ま
て
の
事
は
な
く
候
の
由
被
申
候
き

俊
成
卿
誕
生
永
久
二
年
甲午
会
ひ
奉
る
帝
九
代
也
四
十
九
歳
に
し
て
定
家
誕
生
基
俊
公
よ
り
古

今
相
伝
二
十
五
才
と
か
や
不
分
明
六安
元
二十

三
歳
出
家
七
十
歳
に
し
て
千
載
奏
覧
八建
久
四十

歳
に
し
て

六
百
番
歌
合
判
八
十
八
歳
に
し
て
千
五
百
番
哥
合
に
あ
ひ
建
仁
元
年
九
十
賀
を
給
也
九
十
一

歳
に
し
て
卒
す

越
部
禅
尼
消
息
（
群
書
類
従
）

三
代
集
は
こ
と
た
か
く
世
も
あ
か
り
む
か
し
も
と
を
く
へ
た
ゝ
り
候
て
詞
の
を
よ
ふ
こ
と
に

さ
ふ
ら
ふ
ま
し
け
れ
は
さ
し
を
き
候
ぬ

東
野
州
消
息
（
群
書
類
従
）

三
代
集
は
既
基
俊
已
来
明
白
に
候
そ
れ
も
基
俊
以
前
不
明
候
後
拾
遺
抄
金
葉
詞
花
是
又
如
何

常
縁
は
八
代
集
の
け
つ
み
や
く
を
た
に
不
存
知
仕
候
上
に
其
余
り
は
不
及
申
口
惜
候
〳
〵

候
（
マ
マ
）

33
八
代
集

東
野
州
消
息
（
群
書
類
従
）

三
代
集
は
既
基
俊
已
来
明
白
に
候
そ
れ
も
基
俊
以
前
不
明
候
後
拾
遺
抄
金
葉
詞
花
是
又
如
何

常
縁
は
八
代
集
の
け
つ
み
や
く
を
た
に
不
存
知
仕
候
上
に
其
余
り
は
不
及
申
口
惜
候
〳
〵

候
（
マ
マ
）

34
古
の
集
に
つ
と
む
へ
き
事

東
野
州
聞
書
（
群
書
類
従
）

す
き
し
弥
生
十
日
の
比
招
月
廬
へ
ま
か
り
た
り
し
に
常
に
見
て
可
然
物
は
三
代
集
の
ほ
か
に

な
に
か
侍
る
へ
き
と
と
ひ
申
た
れ
は
常
光
院
の
人
に
申
さ
る
ゝ
は
草
廬
集
の
体
と
被
申
由
伝

承
候
さ
り
な
か
ら
哥
は
や
ゝ
も
す
れ
は
末
の
世
に
ひ
か
る
ゝ
の
み
な
り
さ
る
を
頓
阿
時
分
に

こ
ゝ
ろ
を
か
け
ん
事
あ
ま
り
に
侍
へ
し
定
家
卿
の
比
に
も
彼
作
者
勝
た
ら
は
さ
も
侍
へ
し
さ

も
侍
ら
す
は
拾
遺
愚
草
新
古
今
な
と
や
常
に
見
習
へ
き
も
の
に
は
よ
く
侍
へ
き
由
申
さ
れ
候
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35
勅
撰源

平
盛
衰
記
七
和
歌
徳

事　

奈
良
御
門
ノ
往

躅
ヨ
リ
始
テ
延
喜
天
暦
以
来
夜
ノ
雨
塊
ヲ

穿
タ
ズ
秋
ノ
風
枝
ヲ
鳴
サ
ス
御
世
ニ
ハ
必
ス

勅
撰
ア
ル
コ
ト
今
ニ
タ
エ
ズ
云
々

水
蛙
眼
目
（
群
書
類
従
）

集
治
定
之
後
所
存
相
違
事
と
も
一
巻
に
書
て
常
盤
井
入
道
相
国
の
も
と
に
つ
か
は
す
為
兼
延

慶
の
訴
陳
の
時
勅
撰
撰
者
故
実
二
百
余
ケ
条
秘
事
を
祖
父
入
道
よ
り
相
伝
の
よ
し
い
ひ
た
る

は
此
事
也
為
教
卿
常
盤
井
相
国
に
随
逐
之
間
見
及
歟
詞
書
に
百
首
に
と
侍
を
百
首
哥
に
と
あ

る
へ
き
か
な
と
躰
の
ち
ゝ
と
し
た
る
事
と
も
な
り
大
旨
は
な
に
か
秘
事
に
て
も
あ
る
へ
き
と

云
々

36
家
集祭

主
輔
親
集
序
に
夫
ひ
と
の
才
学
を
み
か

き
文
章
を
お
れ
る
家
の
集
と
名
つ
け

て
世
に
つ
た
へ
た
り
云
々

37
定
家
五
部
の
書

東
野
州
聞
書
（
群
書
類
従
）

三
五
記
ノ
事
非
定
家
卿
作
鵜
の
本
鷺
の
末
と
て
二
帖
玄
旨
一
帖
ウ
コ
シ
一
帖
三
五
記
一
帖
以

上
五
帖
也
就
之
口
伝
多
シ
彼
卿
の
詞
多
く
此
内
ニ
有
尤
見
定
て
可
用
歟
此
抄
之
内
に
七
歳
の

時
父
卿
ニ
た
す
け
ら
れ
於
中
殿
参
内
ノ
時
初
テ
哥
仕
ル
ニ
今
夜
の
秋
と
云
哥
仕
し
を
不
斜
叡
感
有

け
る
と
有
第
一
彼
御
作
に
非
る
証
拠
也
其
故
は
其
時
の
帝
六
条
院
に
て
御
在
ス
彼
卿
七
才
ノ

時
帝
五
歳
に
て
ま
し
ま
す
哥
の
深
意
不
可
有
御
存
知
歟
条
々
有
子
細
猶
口
伝
有

38
白
氏
文
集
必
よ
む
へ
き
事

毎
月
抄
（
群
書
類
従
）

又
古
詩
の
こ
ゝ
ろ
詞
を
と
り
て
よ
む
事
凡
哥
に
い
ま
し
め
侍
る
な
ら
ひ
と
ふ
る
く
も
申
た
れ

と
も
い
た
く
に
く
か
ら
す
こ
そ
し
け
う
こ
の
ま
て
時
々
ま
せ
た
ら
む
は
一
ふ
し
あ
る
事
に
て

や
侍
ら
ん
白
氏
文
集
の
第
一
第
二
の
帙
の
中
に
大
要
侍
り
か
れ
を
披
見
せ
よ
と
そ
申
を
き
侍

し
詩
は
心
を
け
た
か
く
す
ま
す
物
に
て
候
尤
も
哥
よ
ま
む
と
き
貴
人
の
御
前
な
と
な
ら
は
心

中
に
ひ
そ
か
に
吟
し
さ
ら
ぬ
会
席
な
ら
は
高
吟
も
す
へ
し
哥
に
は
ま
つ
心
を
よ
く
す
ま
す
は

一
の
習
に
て
侍
也
我
こ
ゝ
ろ
に
日
こ
ろ
お
も
し
ろ
し
と
思
得
た
ら
む
詩
に
て
も
又
哥
に
て
も

心
に
を
き
て
そ
れ
を
ち
か
ら
に
て
よ
む
へ
し

39
明
月
記
必
よ
む
へ
き
事

毎
月
抄
（
群
書
類
従
）

か
く
し
れ
る
よ
し
に
は
申
侍
れ
と
も
愚
老
も
つ
や
〳
〵
わ
き
ま
へ
え
た
る
事
侍
ら
す
こ
そ
さ

り
な
か
ら
さ
し
も
卑
下
す
へ
か
ら
す
去
元
久
比
住
吉
参
籠
の
時
汝
月
あ
き
ら
か
な
り
と
冥
の

霊
夢
を
感
し
侍
り
し
に
よ
り
て
家
風
に
そ
な
へ
ん
た
め
に
明
月
記
を
草
し
を
き
て
侍
事
身
に

は
過
分
の
わ
さ
と
そ
思
給
る

40
白
表
紙

東
野
州
消
息
（
群
書
類
従
）

お
し
む
と
て
お
し
む
と
も
に
て
是
は
た
ち
入
た
る
事
も
な
き
う
た
に
て
候
物
を
如
何
と
し
て

御
不
審
候
哉
月
を
見
候
て
涙
の
か
ゝ
り
候
へ
は
月
の
か
け
も
や
つ
れ
て
か
な
し
く
候
へ
共
心

か
ら
な
れ
ぬ
る
秋
を
う
ら
む
る
袖
は
か
や
う
な
る
と
よ
み
た
る
哥
に
て
候
と
や
ら
ん
き
く
心

地
候
作
者
の
哥
を
よ
み
候
所
に
入
ふ
し
て
其
時
節
を
眼
前
に
う
か
へ
候
は
て
は
左
儀
理
て
に

を
は
は
か
り
に
て
そ
の
哥
の
お
も
て
聞
候
へ
は
ま
る
な
か
ら
な
つ
め
の
み
入
た
る
躰
に
て
候

へ
し
よ
く
〳
〵
三
昧
に
御
修
行
候
へ
何
と
し
て
も
白
表
紙
の
第
一
の
段
御
尋
候
て
御
覧
せ
候

へ
く
候
さ
候
は
て
は
古
哥
の
し
み
急
度
は
い
て
き
か
た
く
候
を
ろ
〳
〵
伝
承
候
へ
は
建
保
建

仁
の
比
の
哥
の
躰
を
も
つ
て
こ
れ
よ
り
万
の
哥
と
も
を
披
判
候
な
る
不
審
事
候
人
丸
以
来
其
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田
与
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作
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故
実
」
二
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二
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今
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・
松
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・
山
田
）

一
九

19

一
代
々
の
風
吟
更
各
別
事
と
も
に
て
候
た
く
み
な
る
哥
は
上
古
に
は
あ
る
へ
か
ら
す
候
凡
我

も
人
も
難
知
道
に
て
候
由
両
宮
之
判
の
詞
に
み
え
候
此
と
き
は
お
も
ひ
〳
〵
の
御
覚
悟
肝
要

候
抑
新
古
今
校
合
事
候
か
所
よ
り
は
し
ま
り
候
事
に
て
候
か
千
載
集
新
勅
撰
此
三
部
如
何
可

心
得
置
事
候

41
歌
は
詩
と
殊
に
て
神
代
よ
り
格
別
風
体
か
は
る
ま
じ
き
事

東
野
州
聞
書
（
群
書
類
従
）

殊
更
風
躰
を
御
た
つ
ね
の
答
に
漢
朝
は
敵
を
亡
し
て
代
を
取
故
に
躰
も
う
つ
る
吾
朝
は
天
神

地
神
の
御
末
の
代
な
れ
は
大
に
躰
か
は
る
事
な
し
時
の
撰
者
の
好
所
少
は
侍
れ
と
も
そ
れ
も

か
は
る
ま
て
の
事
は
な
し
か
や
う
の
所
殊
ニ
肝
心
し
て
存
候
乍
去
二
三
ケ
所
私
の
申
は
是
ま

て
は
な
く
と
も
と
存
所
も
候
へ
と
も
そ
れ
ま
て
の
事
は
な
く
候
の
由
被
申
候
き

42
歌
は
心
あ
た
ら
し
く
よ
む

東
野
州
聞
書
（
群
書
類
従
）

寶
徳
元
年
八
月
九
日
常
光
院
へ
ま
か
る
物
語
あ
り
し
は
今
の
世
間
の
哥
の
心
得
ふ
し
き
な
り

す
な
ほ
に
た
ゝ
し
く
道
を
守
り
神
慮
を
背
か
し
と
て
よ
め
と
い
へ
は
昨
日
も
今
日
も
読
ふ
る

し
た
る
事
に
て
一
へ
に
心
を
盗
な
り
か
ゝ
れ
は
又
口
軽
に
あ
た
ら
し
く
人
も
ふ
る
さ
ぬ
所
を

心
に
か
け
て
よ
め
と
を
し
へ
侍
れ
は
お
そ
ろ
し
け
な
る
事
を
さ
な
か
ら
い
ひ
出
し
て
あ
た
ら

し
き
事
し
い
た
し
た
り
と
お
も
ふ
也
も
の
を
や
ふ
り
て
道
を
た
て
ぬ
時
は
邪
正
と
て
有
へ
き

物
に
も
貴
ふ
神
仏
も
一
心
の
外
な
く
侍
れ
と
も
か
や
う
に
て
は
又
物
と
云
物
は
あ
ら
れ
ぬ
な

り
殊
更
此
国
は
神
国
な
り
よ
ろ
つ
の
み
ち
を
た
ゝ
し
く
し
て
こ
そ
人
有
へ
け
れ
哥
道
は
天
地

ひ
ら
け
し
よ
り
の
神
道
な
れ
は
文
華
を
か
さ
り
て
も
真
な
く
は
い
た
つ
ら
事
な
り
と
申
さ
れ

し
真
実
の
事
と
覚
た
り

43
歌
は
ぬ
し
か
ら
に
て
世
人
ほ
め
た
ふ
と
む
事

（
毎
月
抄
カ
）（
群
書
類
従
）

凡
哥
を
よ
く
み
わ
け
て
善
悪
を
さ
た
む
る
事
は
こ
と
に
大
切
の
事
に
て
候
た
ゝ
人
こ
と
に
推

量
は
か
り
に
て
そ
侍
る
と
み
え
て
候
其
故
は
上
手
と
い
は
る
ゝ
人
の
哥
を
は
い
と
し
も
な
け

れ
と
も
ほ
め
あ
ひ
い
た
く
も
ち
ゐ
ら
れ
ぬ
た
く
ひ
の
詠
作
を
は
抜
群
の
哥
な
れ
と
も
結
句
難

を
さ
へ
と
り
つ
け
て
そ
し
り
侍
る
め
り
う
た
ぬ
し
に
よ
り
て
哥
の
善
悪
を
わ
か
つ
人
の
み
そ

候
め
る
ま
こ
と
に
あ
さ
ま
し
き
事
と
お
ほ
え
侍
る
こ
れ
は
偏
に
是
非
に
ま
と
へ
る
ゆ
へ
な
る

へ
し
お
そ
ら
く
は
寛
平
以
往
の
先
達
の
哥
に
も
善
悪
お
も
ひ
わ
か
た
む
人
そ
哥
の
お
も
む
き

を
存
せ
る
に
て
は
侍
る
へ
き
か
く
し
れ
る
よ
し
に
は
申
侍
れ
と
も
愚
老
も
つ
や
〳
〵
わ
き
ま

へ
え
た
る
事
侍
ら
す
こ
そ

44
詩
の
心
を
と
り
て
よ
む
事

毎
月
抄
（
群
書
類
従
）

又
古
詩
の
こ
ゝ
ろ
詞
を
と
り
て
よ
む
事
凡
哥
に
い
ま
し
め
侍
る
な
ら
ひ
と
ふ
る
く
も
申
た
れ

と
も
い
た
く
に
く
か
ら
す
こ
そ
し
け
う
こ
の
ま
て
時
々
ま
せ
た
ら
む
は
一
ふ
し
あ
る
事
に
て

や
侍
ら
ん
白
氏
文
集
の
第
一
第
二
の
帙
の
中
に
大
要
侍
り
か
れ
を
披
見
せ
よ
と
そ
申
を
き
侍

し
詩
は
心
を
け
た
か
く
す
ま
す
物
に
て
候
尤
哥
よ
ま
む
と
き
貴
人
の
御
前
な
と
な
ら
は
心
中

に
ひ
そ
か
に
吟
し
さ
ら
ぬ
会
席
な
ら
は
高
吟
も
す
へ
し
哥
に
は
ま
つ
心
を
よ
く
す
ま
す
は
一

の
習
に
て
侍
也
我
こ
ゝ
ろ
に
日
こ
ろ
お
も
し
ろ
し
と
思
得
た
ら
む
詩
に
て
も
又
哥
に
て
も
心

に
を
き
て
そ
れ
を
ち
か
ら
に
て
よ
む
へ
し

45
哥
は
学
文
に
よ
ら
す
と
い
ふ
は
誤

水
蛙
眼
目
（
群
書
類
従
）

京
定
家

極
中
納
言
入
道
殿
鎌
倉
右
実
朝

大
臣
家
へ
書
進
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
も
を
ろ
か
な
る
親
の
庭
の

を
し
へ
と
て
は
哥
は
ひ
ろ
く
み
遠
く
き
く
み
ち
に
あ
ら
す
た
ゝ
心
よ
り
い
て
ゝ
み
つ
か
ら
さ

と
る
も
の
な
り
と
申
侍
し
か
と
も
そ
れ
を
ま
こ
と
な
り
け
り
と
思
し
る
心
も
侍
ら
す
と
の
せ

ら
れ
た
れ
は
道
の
ふ
か
く
え
か
た
き
事
は
申
に
を
よ
は
す
古
跡
と
申
し
聖
教
に
は
し
め
て
入

は
ま
こ
と
に
も
た
し
か
た
き
に
よ
り
て
し
り
そ
か
は
何
時
に
か
成
せ
ん
と
い
へ
り
な
に
こ
と

も
同
か
る
へ
し
心
の
を
よ
ふ
と
こ
ろ
先
賢
の
詞
を
も
た
つ
ね
ふ
る
き
哥
の
心
を
も
な
ら
ひ
て

ま
さ
し
き
無
上
至
極
の
哥
の
眼
目
は
い
つ
れ
の
所
そ
と
い
ふ
こ
と
先
尋
し
る
へ
き
に
や



（ 　 ）

福
岡
大
学
研
究
部
論
集　
Ａ　

十
七
（
四
）
二
〇
一
七

二
〇

20

46
返
歌
答
歌
和
歌
か
へ
し

日
本
往
生
極
楽
記
行
基
伝
に
菩
薩
倭
歌

曰
云
々
異
国
聖
者
即
答
歌
云
云
々

47
人
の
歌
を
そ
し
る

祭
主
輔
親
集
序
に
和
歌
の
心
し
れ
る
も
の
は

し
り
て
そ
し
る
し
ら
さ
る
は
し
ら
す
し
て
そ

し
る
た
と
へ
は
や
は
ら
か
な
る
人
の
こ
は
き
そ
ね

み
に
あ
へ
る
か
こ
と
し

48
人
の
歌
に
難
を
い
る
ゝ
事
し
か
る
べ
か
ら
ず

後
花
園
院
御
消
息
（
群
書
類
従
）

連
歌
の
時
人
の
い
た
し
候
句
な
と
は
い
か
に
わ
ろ
く
候
へ
は
と
て
そ
こ
つ
に
難
を
入
ら
れ
候
事

し
か
る
へ
か
ら
す
お
ほ
え
候
そ
の
故
は
御
け
い
こ
な
と
も
い
ま
た
い
た
り
候
は
ぬ
と
申
伏
見

殿
我
々
を
さ
し
を
か
れ
候
て
一
座
を
御
さ
は
き
候
へ
き
事
は
か
た
〳
〵
御
斟
酌
候
へ
き
こ
と

に
て
候
く
れ
〳
〵
け
ふ
あ
す
の
こ
と
は
よ
ろ
つ
御
懐
も
せ
は
き
事
候
そ
か
し
し
せ
む
難
も
候

は
ぬ
句
な
と
を
と
か
く
お
ほ
せ
ら
れ
候
は
む
す
る
は
か
へ
り
て
御
ち
し
よ
く
に
て
候
へ
く
候

49
歌
を
あ
ん
ず
る

続
世
継
玉
つ
さ

の
巻

俊
頼
哥
人
に
て
哥
あ
ん
せ
ん

と
す
れ
は
い
つ
も
し
に
は
華ケ
マ
ン鬘

と
の
み
お
か

る
ゝ
と
き
か
せ
給
ひ
て
云
々

毎
月
抄
（
群
書
類
従
）

初
心
の
程
は
あ
な
か
ち
に
案
す
ま
し
き
に
て
候
さ
や
う
に
哥
は
案
す
へ
き
事
と
の
み
思
て
間

断
な
く
案
し
候
へ
は
性
も
ほ
れ
か
へ
り
て
し
り
そ
く
心
の
い
て
き
候
に
候
口
な
れ
ん
た
め
に

は
は
や
ら
か
に
よ
み
な
ら
ひ
侍
へ
し
さ
て
又
時
々
し
め
や
か
に
案
し
て
よ
め
と
亡
父
も
い
さ

め
申
候
し

水
蛙
眼
目
（
群
書
類
従
）

故
宗
匠
云
民
部
卿
入
道
為
教
を
車
の
尻
に
乗
て
さ
か
よ
り
冷
泉
宿
所
へ
出
ら
れ
け
る
に
為
教

卿
兄為
氏

の
あ
し
さ
ま
な
る
事
と
も
被
申
け
り
禅
門
と
も
か
く
も
返
事
は
な
く
て
み
ち
に
こ
え
と

り
車
の
あ
る
を
見
て

や
せ
う
し
に
こ
え
車
を
そ
か
け
て
け
る

と
い
う
連
哥
を
せ
ら
れ
け
る
を
為
教
よ
り
す
ち
り
あ
む
し
け
れ
共
つ
け
さ
り
け
り
冷
泉
に
に

て
車
よ
り
お
り
ら
る
ゝ
と
て
つ
ゐ
に
え
つ
け
ぬ
な
あ
に
の
と
の
な
ら
は
つ
け
て
ま
し
と
被
申

け
り

50
歌
な
か
め

夫
木　
　
　
　

信
実

　

月
の
よ
の 

声
（
マ
マ
　
第
二
句
一
部
欠
）

も
ま
と 

あ
け
て
心
を
や
れ
る

哥
な
か
め
か
な

51
歌
の
い
つ
も
じ

続
世
継
玉
つ
さ

の
巻

に
俊
頼
哥
人
に
て
哥
あ
ん

ぜ
ん
と
す
れ
は
い
つ
も
し
に
は
華ケ
マ
ン鬘

と
の
み

お
か
る
ゝ
と
き
か
せ
給
ひ
て
云
々

東
野
州
聞
書
（
群
書
類
従
）

哥
は
初
心
の
者
の
心
得
て
よ
む
へ
き
や
う
と
達
者
の
上
と
は
か
は
る
へ
し
懐
円
法
師
か
申
け

る
は
童
の
みか
う
イつ

く
き
と
哥
の
五
文
字
は
な
た
ら
か
な
れ
と
云
を
き
し
と
覚
る
由
申
さ
れ
し

宗
尊
親
王
い
か
ゝ
あ
ら
ぬ
と
云
五
文
字
を
あ
そ
は
さ
れ
け
る
を
為
家
卿
あ
ま
り
に
珍
く
候
て

不
可
然
之
由
申
て
た
ゝ
哥
の
五
も
し
は
な
た
ら
か
に
有
度
由
申
さ
れ
け
る
と
か
や

毎
月
抄
（
群
書
類
従
）

又
哥
の
五
文
字
は
よ
く
思
惟
し
て
後
に
を
く
へ
き
に
て
候
さ
れ
は
故
禅
門
も
哥
こ
と
に
五
文

字
を
は
後
に
つ
け
候
し
に
候
披
講
の
時
こ
の
沙
汰
い
て
き
て
さ
れ
は
な
に
の
心
に
哥
こ
と
に

初
句
の
そ
は
に
か
ゝ
る
ら
む
な
と
人
々
不
審
し
侍
し
返
答
に
五
文
字
を
は
後
に
よ
み
か
き
候
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程
に
注
の
や
う
に
候
と
申
て
侍
り
し
に
満
座
一
ふ
し
あ
る
事
聞
え
た
り
と
思
け
に
て
色
め
き

て
こ
そ
候
し
か

52
歌
は
必
よ
む
へ
き
物

源
平
盛
衰
記
廿
六
忠
盛
婦

人
事

歌
ヲ
ハ
人
ノ
読

習
ベ
キ
コ
ト
也
ケ
リ
只
当
座
ノ
罪
ヲ
遁
ル
ゝ

ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
剰
希
代
ノ
面
目
ヲ
施
ス

53
和
歌
を
重
く
す

続
世
継
紅
葉
の

み
か
り
に
白
河
院
云
々
東
宮
の
わ

か
宮
と
申
け
る
時
よ
り
和
哥
を
も
お
も
く
せ
さ

せ
給
ひ
て
云
々

54
見
き
く
に
つ
け
て
歌
に
よ
む

続
世
継
玉
つ
さ

の
巻

木
工
頭
俊頼
云
々
お
ほ
か
た

は
見
る
こ
と
き
く
事
に
つ
け
て
か
ね
て
そ

よ
み
ま
う
け
ら
れ
け
る
当
座
に
よ
む
こ
と
は

す
く
な
く
擬
作
と
か
き
て
そ
侍
け
る
さ
て

侍
り
け
る
に
や
家
集
散
木

集

に
き
く
と

き
ゝ
給
へ
り
け
る
と
お
ほ
ゆ
る
こ
と
を
よ
み

あ
つ
め
ら
れ
侍
ル
め
り
云
々

55
名
所
を
や
か
て
詞
に
い
ひ
つ
ゝ
く
る
事

東
野
州
聞
書
（
群
書
類
従
）

山
城
の
鳥
羽
に
て
あ
る
を
山
城
の
と
は
れ
ぬ
人
な
と
ゝ
お
ほ
せ
て
読
事
有
其
時
は
又
と
は
と

よ
み
た
ら
ん
比
興
其
時
は
と
は
と
可
読
秘
へ
き
な
り

こ
ゆ
る
き
の
い
そ
き
な
と
読
事
勿
論
な
り
さ
の
み
こ
れ
を
好
む
事
不
可
然
と
云
々

56
歌
の
た
ま
し
ひ

越
部
禅
尼
消
息
（
群
書
類
従
）

本
よ
り
詞
の
花
の
色
匂
こ
そ
父
に
は
す
こ
し
劣
て
お
は
し
ま
せ
と
哥
の
魂
は
勝
り
て
お
は
し

ま
す
と
申
候
つ
る
こ
と
顕
て
撰
し
出
さ
せ
給
て
候
勅
撰
い
の
ち
い
き
て
み
え
ぬ
る
返
〳
〵
う

れ
し
く
候

57
そ
の
詞
を
好
て
よ
む
と
人
に
聞
な
さ
る
ま
し
き
事

毎
月
抄
（
群
書
類
従
）

三
首
の
哥
五
首
の
哥
十
首
に
い
た
る
ま
て
も
お
な
し
詞
を
よ
む
事
は
心
あ
る
へ
き
に
て
候
め

つ
ら
し
か
ら
ぬ
詞
は
あ
ま
た
所
に
よ
め
る
も
く
る
し
か
ら
す
耳
に
た
つ
詞
の
め
つ
ら
し
き
は

な
か
こ
と
葉
に
て
候
は
ね
共
二
字
三
字
も
あ
ま
た
よ
み
つ
れ
は
あ
さ
ま
し
き
事
に
て
候
地
躰

そ
の
詞
を
こ
の
む
よ
と
人
に
聞
な
さ
る
ま
し
き
事
と
亡
父
卿
制
し
候
し
に
も
け
に
又
わ
ろ
く

お
ほ
え
候
雲
風
夕
暮
な
と
や
う
の
詞
は
い
く
つ
よ
め
ら
む
も
よ
も
く
る
し
き
事
候
は
し
と
覚

て
候
そ
れ
も
よ
か
ら
む
哥
の
捨
か
た
か
ら
む
は
い
く
ら
も
同
こ
と
葉
を
読
す
へ
て
さ
て
も
候

な
ん
無
下
の
ゑ
せ
哥
の
み
た
り
か
は
し
く
お
な
し
詞
を
さ
へ
よ
み
ま
せ
た
ら
ん
は
い
と
よ
か

ら
し
に
て
候

水
蛙
眼
目
（
群
書
類
従
）

六
条
内
府
被
語
云
哥
よ
み
に
は
み
な
つ
ね
に
好
詞
あ
り
後
久
我
相通
光国
は
な
に
や
と
云
こ
と
を

第
一
句
に
て
も
第
三
句
に
て
も
こ
の
み
よ
ま
れ
け
り
後
鳥
羽
院
勅
定
に
例
の
通
光
か
や
と
お

ほ
せ
事
あ
り
け
り
千
五
百
番
哥
合
の
時
の
御
百
首
に
は
此
相
国
被
申
行
て
端
作
陪
大
上
皇
仙

洞
と
い
ふ
所
を
平
出
に
書
へ
し
と
て
み
な
其
儀
に
し
た
か
ふ
其
後
は
此
儀
な
し
只
こ
の
一
度

也
58
歌
の
善
悪
を
定
る
は
大
事

毎
月
抄
（
群
書
類
従
）

凡
哥
を
よ
く
み
わ
け
て
善
悪
を
さ
た
む
る
事
は
こ
と
に
大
切
の
事
に
て
候
た
ゝ
人
こ
と
に
推
量

は
か
り
に
て
そ
侍
る
と
み
え
て
候
其
故
は
上
手
と
い
は
る
ゝ
人
の
哥
を
は
い
と
し
も
な
け
れ
と
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も
ほ
め
あ
ひ
い
た
く
も
ち
ゐ
ら
れ
ぬ
た
く
ひ
の
詠
作
を
は
抜
群
の
哥
な
れ
と
も
結
句
難
を
さ
へ

と
り
つ
け
て
そ
し
り
侍
る
め
り
う
た
ぬ
し
に
よ
り
て
哥
の
善
悪
を
わ
か
つ
人
の
み
そ
候
め
る
ま

こ
と
に
あ
さ
ま
し
き
事
と
お
ほ
え
侍
る
こ
れ
は
偏
に
是
非
に
ま
と
へ
る
ゆ
へ
な
る
へ
し
お
そ
ら

く
は
寛
平
以
往
の
先
達
の
哥
に
も
善
悪
お
も
ひ
わ
か
た
む
人
そ
哥
の
お
も
む
き
を
存
せ
る
に
て

は
侍
る
へ
き
か
く
し
れ
る
よ
し
に
は
申
侍
れ
と
も
愚
老
も
つ
や
〳
〵
わ
き
ま
へ
え
た
る
事
侍
ら

す
こ
そ

59
歌
は
心
を
す
ま
し
て
よ
む
べ
し

毎
月
抄
（
群
書
類
従
）

白
氏
文
集
の
第
一
第
二
の
帙
の
中
に
大
要
侍
り
か
れ
を
披
見
せ
よ
と
そ
申
を
き
侍
し
詩
は
心

を
け
た
か
く
す
ま
す
物
に
て
候
尤
哥
よ
ま
む
と
き
貴
人
の
御
前
な
と
な
ら
は
心
中
に
ひ
そ
か

に
吟
し
さ
ら
ぬ
会
席
な
ら
は
高
吟
も
す
へ
し
哥
に
は
ま
つ
心
を
よ
く
す
ま
す
は
一
の
習
に
て

侍
也
我
こ
ゝ
ろ
に
日
こ
ろ
お
も
し
ろ
し
と
思
得
た
ら
む
詩
に
て
も
又
哥
に
て
も
心
に
を
き
て

そ
れ
を
ち
か
ら
に
て
よ
む
へ
し

60
会
の
時
歌
数
お
ほ
く
よ
む
べ
か
ら
ず

毎
月
抄
（
群
書
類
従
）

は
れ
か
ま
し
き
会
合
の
時
は
あ
ま
り
に
哥
数
お
ほ
く
よ
む
こ
と
不
可
然
候
歟
稽
古
も
初
心
も

用
意
お
な
し
事
に
て
候
百
首
な
と
の
続
哥
に
は
四
五
首
已
達
は
七
八
首
よ
き
程
に
て
候
へ
し

61
家
の
風

赤
染
衛
門
集
下　

な
か
ひ
ら
か
子
う
ま
せ
た
り
し
に
七
日
夜

千
代
を
い
の
る
心
の
う
ち
の
す
ゞ
し
き
は
た
え
せ
ぬ

家
の
風
に
さ
り
け
る

毎
月
抄
（
群
書
類
従
）

か
く
し
れ
る
よ
し
に
は
申
侍
れ
と
も
愚
老
も
つ
や
〳
〵
わ
き
ま
へ
え
た
る
事
侍
ら
す
こ
そ
さ

り
な
か
ら
さ
し
も
卑
下
す
へ
か
ら
す
去
元
久
比
住
吉
参
籠
の
時
汝
月
あ
き
ら
か
な
り
と
冥
の

霊
夢
を
感
し
侍
り
し
に
よ
り
て
家
風
に
そ
な
へ
ん
た
め
に
明
月
記
を
草
し
を
き
て
侍
事
身
に

は
過
分
の
わ
さ
と
そ
思
給
る

東
素
山
消
息
（
群
書
類
従
）

此
道
断
絶
□
（
マ
マ
）両

社
北
野
之
御
□
（
マ
マ
）候

哉
如
此
末
々
名
字
族
迄
か
様
成
行
候
事
誠
以
歎
敷
儀
ニ

候
一
拙
子
為
其
類
身
無
甲
斐
存
命
諸
国
流
浪
及
七
旬
何
之
望
絶
果
候
へ
共
さ
す
か
家
の
風
心

を
残
候
事
臨
廻
を
お
も
ひ
て

春
の
花
秋
の
月
に
も
か
へ
ら
し
と
お
も
ひ
し
物
を
和
哥
の
浦
波

62
制
の
詞

東
野
州
聞
書
（
群
書
類
従
）

或
人
の
語
侍
し
せ
い
の
こ
と
葉
と
て
書
連
た
る
も
の
有
こ
れ
わ
か
う
ち
か
た
の
者
に
忠
守
と

云
者
頓
阿
儀
を
う
け
て
如
此
書
た
る
物
也
さ
る
を
此
程
将
軍
へ
定
家
の
作
と
て
飛
鳥
井
入
道

殿
被
書
進
け
る
と
申
例
の
事
也
是
は
頓
阿
子
孫
な
ら
て
は
存
ま
し
き
事
也
せ
い
の
言
葉
と
て

書
れ
た
る
は
か
り
を
守
へ
き
に
あ
ら
す
愚
問
賢
注
に
も
か
や
う
の
類
を
書
た
る
う
へ
は
今
な

り
と
も
人
よ
み
出
し
た
ら
は
せ
い
の
詞
に
て
あ
る
へ
き
な
り
さ
る
心
得
専
な
り
こ
れ
は
阿
州

御
も
の
か
た
り
あ
り

63
鬼
拉
の
詞

毎
月
抄
（
群
書
類
従
）

申
さ
は
す
へ
て
詞
に
あ
し
き
も
な
く
よ
ろ
し
き
も
有
へ
か
ら
す
た
ゝ
つ
ゝ
け
か
ら
に
て
哥
詞

の
勝
劣
侍
へ
し
幽
玄
の
詞
に
鬼
拉
の
詞
な
と
を
つ
ら
ね
た
ら
む
は
い
と
み
く
る
し
か
ら
ん
に

こ
そ

64
歌
の
病
無
用

毎
月
抄
（
群
書
類
従
）

病
の
事
は
平
頭
の
病
は
く
る
し
か
ら
す
声
韻
の
や
ま
ひ
は
必
さ
ら
ま
ほ
し
く
候
平
頭
の
病
も

な
か
ら
む
に
は
を
と
り
て
候
四
病
八
病
な
と
は
人
の
み
な
し
れ
る
事
に
て
候
へ
は
こ
と
あ
た
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ら
し
く
勘
申
に
及
は
す
候
天
性
病
に
を
か
さ
れ
ぬ
ほ
と
の
哥
に
な
り
ぬ
れ
は
い
つ
れ
の
病
も

い
た
つ
ら
に
て
候
へ
し
さ
て
よ
ろ
し
か
ら
ぬ
哥
の
し
か
も
病
さ
へ
候
は
む
は
又
徒
事
に
て
こ

そ
候
は
め

65
歌
の
大
事
は
詞
の
用
捨

毎
月
抄
（
群
書
類
従
）

又
哥
の
大
事
は
詞
の
用
捨
に
て
侍
る
へ
し
詞
に
つ
き
て
強
弱
大
小
候
へ
し
そ
れ
を
能
々
見
し

た
ゝ
め
て
つ
よ
き
詞
を
は
一
向
に
是
を
つ
ゝ
け
よ
は
き
詞
を
は
又
一
向
に
是
を
つ
ら
ね
か
く

の
こ
と
く
案
し
か
へ
し
〳
〵
ふ
と
み
ほ
そ
み
も
な
く
な
ひ
ら
か
に
聞
に
く
か
ら
ぬ
や
う
に
よ

み
な
す
か
き
は
め
て
重
事
に
て
侍
也
申
さ
は
す
へ
て
詞
に
あ
し
き
も
な
く
よ
ろ
し
き
も
有
へ

か
ら
す
た
ゝ
つ
ゝ
け
か
ら
に
て
哥
詞
の
勝
劣
侍
へ
し
幽
玄
の
詞
に
鬼
拉
の
詞
な
と
を
つ
ら
ね

た
ら
む
は
い
と
み
く
る
し
か
ら
ん
に
こ
そ

66
懐
紙

東
野
州
聞
書
（
群
書
類
従
）

懐
紙
は
十
首
ま
て
は
二
行
七
字
に
書
十
五
首
に
も
な
れ
は
二
行
に
書
懐
紙
の
は
し
つ
く
り
の

事
季
の
日
を
か
け
は
姓
名
の
り
を
か
く
只
又
詠
三
首
和
哥
と
は
か
り
か
け
は
官
と
名
の
り
を

書
て
姓
を
か
ゝ
す
無
官
は
名
の
り
は
か
り
也

会
所
の
亭
主
と
同
姓
な
ら
ん
人
は
た
と
へ
季
の
日
を
書
共
姓
を
は
不
可
書
和
哥
は
亭
主
を
殊

に
本
と
す
る
故
な
り

な
に
ゝ
き
は
な
き
な
と
云
言
葉
好
よ
む
へ
か
ら
す
多
玉
葉
風
雅
に
み
ゆ
る
よ
し
申
さ
れ
し

あ
ま
た
よ
り
合
て
読
て
点
な
と
を
と
る
時
の
端
作
は
読
詠
十
首
と
も
百
首
と
も
か
く
へ
し
一

人
は
只
例
式
な
り

寄
月
恋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尭
光

わ
す
れ
し
な
な
み
た
な
か
ら
の
夜
半
の
月
さ
た
か
な
ら
ぬ
を
俤
に
し
て

俄
逢
恋

ち
き
り
あ
ら
は
又
こ
そ
と
は
め
三
輪
か
さ
き
さ
の
み
は
い
か
ゝ
雨
を
し
た
は
ん

人
の
所
望
せ
し
に
か
き
て
と
ら
せ
ら
れ
し

春
日
同
詠
鶴
契
齢
和
歌
い
へ
る
事
を
と
よ
む
へ
し

京
極
黄
門
懐
紙
自
筆
御
所
に
表
補
衣
し
て
御
座
敷
に
被
懸
こ
れ
を
安
東
遠
州
氏
世
書
写
也
則

か
り
申
て
写
留
懐
紙
寸
法
例
式
也

春
日
同
詠
庭
桜
久
芳
応

　
　
　
　
　
　
　

教
和
歌

　
　
　
　
　
　
　

侍
従
定
家

は
る
の
日
も
ひ
か
り
を
そ

ふ
る
こ
ゝ
ち
し
て
の
と

か
に
か
ほ
る
や
と
の
む

め
か
え

和
字
漢
字
一
字
も
不
替
文
字
の
置
様
如
此

短
冊
の
哥
に
注
有
と
書
付
事
名
の
り
の
右
の
か
た
哥
の
終
の
句
の
そ
は
に
付
る
也
招
月
の
説

也
懐
紙
同

経
文
ノ
時
の
端
作
の
や
う

季
日
聴
講
法
華
経
同
詠

　
　

不
軽
品
和
哥

　
　
　

名
乗
あ
る
へ
し

懐
紙
事
等
輩
の
会
の
所
に
て
は
季
日
を
も
不
書
姓
を
も
か
ゝ
す
端
作
に
は
詠
の
字
計
名
は
官

途
と
名
乗
計
成
へ
し
会
主
賞
翫
の
時
は
季
日
姓
官
途
を
可
書

東
鑑
（
寛
永
三
年
刊
「
新
刊
吾
妻
鏡
」）

（
仁
治
二
年
八
月
）
十
五
日　

庚
午　

鶴
岡
放
生
会
也
（
中
略
）
酉
尅
還
御
今
夕
天
迎
霽
被

上
階
間
御
簾
将
軍
家
令
翫
明
月
御
前
右
馬
権
頭
相
模
三
郎
入
道
伊
賀
式
部
大
夫
入
道
佐
渡
大

夫
判
官
等
参
上
有
当
座
和
歌
御
会
女
房
被
進
懐
紙
云
云



（ 　 ）

福
岡
大
学
研
究
部
論
集　
Ａ　

十
七
（
四
）
二
〇
一
七

二
四
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67
短
冊
色
紙

和
漢
三
才
図
会
（
正
徳
三
年
序
版
本
）

色し
き
し紙　

短た
ん
さ
く冊

和
歌
ヲ
書
色
紙
ハ
三
行ク
タ
リ
ニ
シ
テ

而　

余
リ
三
字
或
全
四
行
其
墨
次
ハ
上
五
七
中
五
七
下
七
字

　

以
為
三
次
ト

相
伝
テ
曰
和
歌
ヲ
書　
二
コ
ト
短
冊
ニ一
也
始
ル二
於
頓
阿
法
師
ニ一
蓋
シ
薩
摩
守
忠
度
附　
二
短
冊
ヲ
於
箙
ニ一
之

説
ハ
非
也
凡
ソ
自
己
ノ
歌
ハ
上
下
ノ
字
頭
相
等
如
ハ二
古
歌
ノ一
下
ノ
句
一
字
許
卑ヒ
キ
ク
可　
レ
書

東
野
州
聞
書
（
群
書
類
従
）

文
安
六
年
七
月
七
日
御
所
に
て
の
御
短
尺
の
御
哥
と
て
氏
世
御
物
語
有

短
冊
の
哥
ニ
注
有
と
書
付
事
名
の
り
の
左
の
か
た
哥
の
終
の
句
の
そ
は
に
付
る
也
招
月
の
説

也
懐
紙
同

水
蛙
眼
目
（
群
書
類
従
）

又
云
彼
七
百
首
の
時
真
観
ま
い
り
て
短
冊
を
泉
の
水
の
な
か
へ
風
に
吹
入
ら
れ
て
の
こ
ひ
布

の
か
せ
に
て
と
り
あ
け
な
と
し
て
見
く
る
し
か
り
け
り
如
此
事
尤
可
有
用
意
云
々

68
料
紙

東
野
州
聞
書
（
群
書
類
従
）

正
月
十
一
日
招
月
廬
公
方
へ
始
て
出
仕
有
梶
井
殿
ニ
御
定
あ
り
若
君
の
仰
に
て
哥
を
書
て
被

進
料
紙
こ
た
か
た
ん
し
也
哥
は

大
原
や
を
し
ほ
の
山
の
ひ
め
小
松
は
や
木
た
か
ゝ
れ
千
世
の
か
け
見
ん

此
哥
を
書
て
被
進

水
蛙
眼
目
（
群
書
類
従
）

故
宗為
氏

匠
語
云
亡
父
卿
の
人
と
は
ゝ
み
す
と
や
い
は
ん
玉
津
嶋
か
す
む
入
江
の
春
の
曙
の
哥
は

建
長
詩
歌
合
時
か
む
や
紙
の
た
て
か
み
の
う
ら
に
か
き
て
祖
父
入為
家

道
に
見
せ
ら
申
さ
れ
し
時

見
つ
と
や
い
は
ん
と
か
ゝ
れ
た
り
し
を
見
す
と
や
と
そ
は
に
な
を
さ
れ
た
り
作
者
は
猶
所
存

と
け
す
な
か
ら
み
す
と
や
と
書
て
被
出
云
々

69
三
年
忌
の
歌

東
野
州
聞
書
（
群
書
類
従
）

宝
徳
二
年
五
月
の
比
蜷
川
三
郎
方
よ
り
親
新
右
衛
門
第
三
年
の
心
さ
し
と
て
一
品
経
勧
申
け

る
時
よ
み
て
つ
か
は
す

神
力
品
如
於
空
中
一
切
无
障
礙
と
云
事
を

た
れ
も
皆
心
を
な
へ
て
吹
風
の
空
に
さ
は
ら
ぬ
色
み
ゆ
る
ま
て

懐
旧

な
き
く
ら
し
ぬ
る
夜
の
床
も
や
す
か
ら
て
三
と
せ
過
行
夢
を
は
か
な
み


